
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の吐出口を有するインクジェットヘッドと基板とを相対的に走査させながら前記基
板に向けて前記複数の吐出口からインクを吐出して、カラーフィルタとして機能する画素
を着色することによりカラーフィルタを製造する方法であって、
　前記基板上の画素を着色する前に、前記画素の外側に位置する前記基板上の領域に対し
て前記インクジェットヘッドからインクを予備吐出する工程と、
　前記 予備吐出を行う前に、前記吐出口のインクのメニスカスを振
動させる工程とを備え、
　前記メニスカス振動工程では、前記インクジェットヘッドのエネルギー付与手段に対し
、前記吐出口からインクが吐出されない程度のエネルギーを与えることによりメニスカス
を振動させることを特徴とするカラーフィルタの製造方法。
【請求項２】
　前記メニスカス振動は、前記相対走査の度毎に行われることを特徴とする請求項１に記
載のカラーフィルタの製造方法。
【請求項３】
　前記メニスカス振動は、前記相対走査のうち１回おきの走査において行われることを特
徴とする請求項１に記載のカラーフィルタの製造方法。
【請求項４】
　前記インクジェットヘッドは着色に使用するノズルと、前記着色に使用するノズルに不
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良が生じたときに使用される予備吐出ノズルとを備え、
　前記メニスカス振動は、前記着色に使用するノズルと前記予備吐出ノズルの双方に対し
て実行されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のカラーフィルタの製造
方法。
【請求項５】
　前記インクジェットヘッドは着色に使用するノズルと、前記着色に使用するノズルに不
良が生じたときに使用される予備吐出ノズルとを備え、
　前記メニスカス振動は、前記着色に使用するノズルに対してのみ実行されることを特徴
とする請求項１乃至３のいずれかに記載のカラーフィルタの製造方法。
【請求項６】
　前記メニスカス振動は、基板が変更される度毎に行われることを特徴とする請求項１に
記載のカラーフィルタの製造方法。
【請求項７】
　前記メニスカス振動は、予め設定した所定時間が経過する度毎に行われることを特徴と
する請求項１に記載カラーフィルタの製造方法。
【請求項８】
　１枚の基板上に複数枚のカラーフィルタを形成する場合、前記メニスカス振動は、夫々
のカラーフィルタにおける画素の着色前に行われることを特徴とする請求項１に記載のカ
ラーフィルタの製造方法。
【請求項９】
　前記エネルギー付与手段は、吐出のためのエネルギーとして熱エネルギーを発生し、当
該熱エネルギーによりインクに気泡を生じさせ、該気泡の生成により前記吐出口からイン
クを吐出させるヒータであることを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載のカラー
フィルタの製造方法。
【請求項１０】
　前記メニスカス振動工程では、前記ヒータに対し、前記ノズル内のインクに気泡を発生
させない程度のエネルギーを与えることにより前記メニスカス振動を行うことを特徴とす
る請求項９に記載のカラーフィルタの製造方法。
【請求項１１】
　前記メニスカス振動工程では、前記ヒータに対し、前記ノズル内のインクに気泡を発生
させるがインクの吐出を伴わない程度のエネルギーを与えることにより前記メニスカス振
動を行うことを特徴とする請求項９に記載のカラーフィルタの製造方法。
【請求項１２】
　前記エネルギー付与手段は、電気エネルギーが与えられることによって変位し、前記変
位に伴う圧力変化によってインクを吐出させるピエゾ素子であることを特徴とする請求項
１乃至８のいずれかに記載のカラーフィルタの製造方法。
【請求項１３】
　複数の吐出口を有するインクジェットヘッドと基板とを相対的に走査させながら前記基
板に向けて前記複数の吐出口からインクを吐出して、カラーフィルタとして機能する画素
を着色することによりカラーフィルタを製造する装置であって、
　前記基板上の画素を着色する前に、前記画素の外側に位置する前記基板上の領域に対し
て前記インクジェットヘッドからインクを吐出する予備吐出手段と、
　前記 前記予備吐出手段による予備吐出が行われる前に、前記吐出
口のインクのメニスカスを振動させるメニスカス振動手段とを備え、
　前記メニスカス振動手段は、前記インクジェットヘッドのエネルギー付与手段に対し、
前記吐出口からインクが吐出されない程度のエネルギーを与えるように制御することを特
徴とするカラーフィルタ製造装置。
【請求項１４】
　複数の吐出口を有するインクジェットヘッドと基板とを相対的に走査させながら前記基
板に向けて前記複数の吐出口からインクを吐出して、カラーフィルタとして機能する画素
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を着色することにより製造されたカラーフィルタを備えた表示装置を製造する方法であっ
て、
　請求項１乃至１２のいずれかに記載の製造方法により製造されたカラーフィルタを用意
する工程と、
　前記用意されたカラーフィルタと、当該カラーフィルタに対向する対向基板との間に液
晶化合物を封入する工程と、
　を具備することを特徴とする表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、インクジェットヘッドにより基板に向けてインクを吐出して画素を着色する
ことによりカラーフィルタを製造するカラーフィルタの製造方法、その製造装置およびカ
ラーフィルタを備えた液晶表示装置の製造方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に液晶表示装置は、パーソナルコンピュータ、ワードプロセッサ、パチンコ遊技台、
自動車ナビゲーションシステム、小型テレビ等に搭載され、近年需要が増大している。し
かしながら、液晶表示装置は価格が高く、液晶表示装置のコストダウンに対する要求は年
々強まっている。
【０００３】
液晶表示装置を構成するカラーフィルタは、透明基板上に赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）
などの各フィルタエレメントを配列して構成され、さらにこれらの各フィルタエレメント
の周囲には表示コントラストを高めるために、光を遮蔽するブラックマトリックス（ＢＭ
）が設けられている。また、フィルタエレメントを含む着色層の上には、平滑性の改善な
どのためにアクリル樹脂やエポキシ樹脂からなる厚さ０．５～２μｍのオーバーコート層
（保護層）が形成され、さらにこの上に透明電極のＩＴＯ（ indium－ tin－ oxide）膜が形
成される。
【０００４】
カラーフィルタのフィルタエレメントを着色する方法としては、従来から種々の方法が知
られており、これらには染色法、顔料分散法、電着法、印刷法等がある。
【０００５】
染色法とは、ガラス基板上に染色用の材料である水溶性高分子材料を塗布し、この水溶性
高分子材料をフォトリソグラフィ法により所定の形状にパターニングした後、これを染色
液に浸漬し着色するという工程をＲ・Ｇ・Ｂの各色につき夫々１回づつ、合計３回繰り返
すことにより、Ｒ・Ｇ・Ｂの３色のカラーフィルタ層を得る方法である。
【０００６】
顔料分散法とは、基板上に顔料を分散した感光性樹脂層を形成し、これをパターニングす
ることにより単色のパターンを得るという工程をＲ・Ｇ・Ｂの各色につき夫々１回づつ、
合計 3回繰り返すことによりＲ・Ｇ・Ｂのカラーフィルタ層を形成する方法である。
【０００７】
電着法とは、基板上に透明電極をパターニングし、顔料、樹脂、電解液等の入った電着塗
装液に浸漬して第１の色（Ｒ）を電着し、同様の工程により第 2の色（Ｇ）、第３の色（
Ｂ）も電着することで、Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタ層を形成し、最後に焼成する方法で
ある。
【０００８】
印刷法とは、顔料が分散された熱硬化型の樹脂をオフセット印刷法によりＲ・Ｇ・Ｂの各
色につき夫々１回づつ、合計３回基板に印刷し、その後樹脂を硬化することで、Ｒ、Ｇ、
Ｂのカラーフィルタ層を形成する方法である。
【０００９】
これらの方法に共通している点は、Ｒ、Ｇ、Ｂの３色を着色するために同一の工程を３回
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繰り返す必要があり、コスト高になることである。また、工程が多いほど歩留りが低下す
るという問題を有している。
【００１０】
これらの欠点を補うべく、特開昭５９－７５２０５号公報、特開昭６３－２３５９０１号
公報あるいは特開平１－２１７３０２号公報等には、インクジェット方式を用いてカラー
フィルタを製造する方法が開示されている。これらの方法は、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（
青）の三色の色素を含有するインクをインクジェット方式で光透過性の基板上に噴射し、
各インクを乾燥させて着色画像部を形成するものである。こうしたインクジェット方式で
は、Ｒ、Ｇ、Ｂの各フィルタエレメントの形成を一度に行うことが可能で大幅な製造工程
の簡略化と、大幅なコストダウン効果を得ることが出来る。
【００１１】
このようなインクジェット方式によりカラーフィルタの製造を行う場合、各フィルタエレ
メントを着色するためのＲ・Ｇ・Ｂの３種類のヘッドを用い、図３９に示されるように、
ヘッドと基板とをＸ方向に相対的に走査させて、Ｘ方向（主走査方向）のフィルタエレメ
ントの色が同一色となるように着色し、Ｙ方向に隣り合うフィルタエレメントの色が異な
る色となるように着色することによりカラーフィルタを製造する方法がある。これは特開
平９－１３８３０６号公報に開示されている。また、カラーフィルタを製造する別の方法
として、図４０に示されるように、ヘッドと基板とをＸ方向に相対的に走査させて、Ｘ方
向（主走査方向）に隣り合うフィルタエレメントの色が異なる色となるように着色するこ
とによりカラーフィルタを製造する方法がある。これは特開平９－１０１４１２号公報に
開示されている。
【００１２】
そして、各フィルタエレメントをＲＧＢに着色するに際しては、特開平９―１０１４１０
号公報に開示されているように、カラーフィルタの各フィルタエレメントを着色する直前
において、カラーフィルタ基板上に予備吐出を行うことがある（図４１）。図４１に示さ
れるように、カラーフィルタとして機能する着色領域（フィルタエレメント）と同一基板
上であって前記着色領域外の額縁部に対して、予備吐出は行われる。このような予備吐出
を行うことで、インクジェットヘッドの吐出状態を安定化させることができるので、吐出
不良によって生じる各フィルタエレメントの着色不良（混色・白抜け・濃度ムラ等）を低
減することが可能となる。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
通常、インクジェットヘッドでは、インク吐出を休止してから再開するまでの時間が長い
と、メニスカスを形成する吐出口付近のインクの揮発成分（水分・有機溶剤等）が蒸発し
、吐出口付近のインクが増粘する。すると、インクの吐出速度が遅くなる、吐出量が少な
くなる、着弾精度が低下する等、インクジェットヘッドからのインクの吐出安定性が低下
してしまう。吐出安定性が低下すると、着色不良が発生する確率が高くなってしまうので
好ましくない。そこで、上述したように、従来ではカラーフィルタ基板上に予備吐出を行
っているのであるが、フィルタエレメントの着色前に予備吐出を行うだけでは、▲１▼混
色をより低減させて歩留まりを更に向上させるという点・▲２▼カラーフィルタの額縁部
分の幅を狭くして有効表示領域を広げるという点において、まだ改善すべき点があるとい
うことを本願発明者は見出した。これについて以下で詳述する。
【００１４】
例えば、上述のようにインクジェットヘッドとカラーフィルタ基板とを相対走査させなが
ら各フィルタエレメントを着色していく場合、図４２に示すようにカラーフィルタ基板の
フィルタエレメントが形成されている領域の外側部分、即ち額縁部分（予備吐出領域）か
らインクの吐出を開始し、一定量のインクを一定の間隔毎に吐出して各フィルタエレメン
トを着色していくことが考えられる。その際、前回インクを吐出してから予備吐出を行う
までの時間が長い場合、インク吐出が不安定になっているため、予備吐出の開始位置にお
いてインク着弾位置にズレが生じる場合がある。図４２では、一番端に吐出したインクＩ
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1・２番目に吐出したインクＩ２・３番目に吐出したインクＩ３の着弾位置がズレている
場合を示している。すると、図４３のＫ部のように、インクＩ１・インクＩ２・インクＩ
３が混じり合い、その部分のインクが大きく広がってＫ部にて混色が生じる場合がある。
このように一旦混色が生ずると、隣の異なる色のインク同士が表面張力により引っ張られ
るため、その混色部分はＫ部のみにとどまらず、図４３にハッチングで示すように着色領
域（フィルタエレメント）に向かって長く広がり、フィルタエレメント部分で混色を発生
させる。そこで、混色部分がフィルタエレメントにかからない様にするために、インクの
吐出開始位置をフィルタエレメントから大きく離すことが考えられるが、そうすると今度
はカラーフィルタの額縁部分の幅が大きくなるという問題がある。カラーフィルタは年々
その有効表示領域を広げるために、額縁部分を狭めようとする傾向にあり、上記のような
問題を解決することは重要な課題である。このように、予備吐出時にインクが増粘してい
ると上記ような現象が発生する場合があるので、これを改善することが望まれる。尚、基
板が位置している場所とは別の場所に設けられているキャップ等の回復手段による回復動
作、例えばノズルからインクを吸引する吸引動作を行うことで増粘したインクを正常な状
態のインクに置換し、これによりメニスカスを再形成することで上記したインクの増粘に
間する問題を解決することも可能である。しかしながら、回復手段による回復動作は、ま
ず第１に回復動作に伴うインク消費量が多く、コストアップを生じさせてしまい、第２に
カラーフィルタを着色する度（１回の走査毎、１枚のカラーフィルタの着色毎）に回復動
作を行うこととすると、その度毎に回復手段までヘッドを移動させければならず、製造時
間が長くなり、ひいてはスループットの低下を招くことになる。従って、回復手段を用い
る回数は極力少なくし、カラーフィルタの着色中に生じるインクの増粘に関しては回復手
段を用いずに行うことが望まれる。
【００１５】
従って、本発明は、上述した課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、インクジェ
ットヘッドからのインク吐出を安定化させ、混色の発生をより低減させることが可能なカ
ラーフィルタの製造方法及び製造装置を提供することである。
【００１６】
また、本発明の他の目的は、カラーフィルタの額縁部分の幅を狭くすることができるカラ
ーフィルタの製造方法及び製造装置を提供することである。
【００１７】
また、本発明の他の目的は、額縁部分の幅を狭くしたカラーフィルタ及びそれを用いた表
示装置及び表示装置を備えた装置を提供することである。
【００１８】
また、本発明の他の目的は、インクジェットヘッドからのインク吐出を安定化させる装置
を提供することである。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するための本発明は、複数の吐出口を有するインクジェットヘッドと基
板とを相対的に走査させながら前記基板に向けて前記複数の吐出口からインクを吐出して
、カラーフィルタとして機能する画素を着色することによりカラーフィルタを製造する方
法であって、前記基板上の画素を着色する前に、前記画素の外側に位置する前記基板上の
領域に対して前記インクジェットヘッドからインクを予備吐出する工程と、前記基板上の
領域に対して予備吐出を行う前に、前記吐出口のインクのメニスカスを振動させる工程と
を備え、前記メニスカス振動工程では、前記インクジェットヘッドのエネルギー付与手段
に対し、前記吐出口からインクが吐出されない程度のエネルギーを与えることによりメニ
スカスを振動させることを特徴とするものである。
【００２０】
　また、本発明は、複数の吐出口を有するインクジェットヘッドと基板とを相対的に走査
させながら前記基板に向けて前記複数の吐出口からインクを吐出して、カラーフィルタと
して機能する画素を着色することによりカラーフィルタを製造する装置であって、前記基
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板上の画素を着色する前に、前記画素の外側に位置する前記基板上の領域に対して前記イ
ンクジェットヘッドからインクを吐出する予備吐出手段と、前記基板上の領域に対して前
記予備吐出手段による予備吐出が行われる前に、前記吐出口のインクのメニスカスを振動
させるメニスカス振動手段とを備え、前記メニスカス振動手段は、前記インクジェットヘ
ッドのエネルギー付与手段に対し、前記吐出口からインクが吐出されない程度のエネルギ
ーを与えるように制御することを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明は、複数の吐出口を有するインクジェットヘッドと基板とを相対的に走査
させながら前記基板に向けて前記複数の吐出口からインクを吐出して、カラーフィルタと
して機能する画素を着色することにより製造されたカラーフィルタを備えた表示装置を製
造する方法であって、請求項１乃至１２のいずれかに記載の製造方法により製造されたカ
ラーフィルタを用意する工程と、前記用意されたカラーフィルタと、当該カラーフィルタ
に対向する対向基板との間に液晶化合物を封入する工程と、
　を具備することを特徴とするものである。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。尚、本発
明に於いて定義するカラーフィルタとは、カラーフィルタとして機能する着色領域（フィ
ルタエレメント）を含み、入射光に対し、特性を変えた出力光を得ることができるもので
ある。
【００２６】
（第１の実施形態）
〔カラーフィルタ製造装置の概略構成〕
図１はインクジェット法によるカラーフィルタの製造装置の構成を示す概略図であり、図
では着色工程の作業中の状態を示している。
【００２７】
図１において、５１は装置架台、５２は架台５１上に配置されたＸＹθステージ、５３は
ＸＹθ５２上にセットされたカラーフィルタ基板、５４はカラーフィルタ基板５３上に形
成されるカラーフィルタ、５５はカラーフィルタ５４を着色するためのＲ（赤）・Ｇ（緑
）・Ｂ（青）の各色のインクジェットヘッド１２０（１２０（Ｒ）・１２０（Ｇ）・１２
０（Ｂ））とそれらを支持するヘッドマウントとからなるヘッドユニット、５６はライン
センサを組み込んだカメラであり、各ヘッドからのインクの着弾位置を検出することがで
きる。また、基板上に吐出されたインクによる描画パターンもしくは着色された各フィル
タエレメントを読み取ることにより、各ヘッドに不吐出ノズルが存在するか否かを検出す
ることができる。５７はカメラ５６により取り込んだデータを処理し、不吐出ノズルの有
無や着弾位置等を検査する画像処理装置、５８はカラーフィルタ製造装置９０の全体動作
を制御するコントローラ、５９はコントローラ５８の表示部及び入力部（操作部）を有す
るティーチングペンダント（パソコン）、６０はコントローラの操作部であるキーボード
、を示している。尚、ヘッドユニット５５は、カラーフィルタ着色装置９０の支持部９０
ａに対して着脱自在に、かつ水平面内で回動角度を調節可能に装着されている。また、Ｘ
Ｙθステージ５２の延長上に、各色のインクジェットヘッド１２０（Ｒ）・１２０（Ｇ）
・１２０（Ｂ）のインク吐出ノズルからインクを吸引してノズルの吐出不良の回復を図る
ための回復ユニット（不図示）を配置してもよい。尚、この回復ユニットには、ノズルを
キャッピングするキャップ部がある。
【００２８】
図２は、本実施形態におけるカラーフィルタ製造装置９０の制御コントローラの構成図で
ある。パソコン５９は制御コントローラ５８の入出力手段として機能するものであり、表
示部６２は製造の進行状況やヘッド異常の有無等の異常に関する情報を表示するものであ
る。また、操作部６０はカラーフィルタ製造装置９０の動作等を指示するものである。
【００２９】
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コントローラ５８はカラーフィルタ製造装置９０の動作を制御するものであり、インター
フェース６５はパソコン５９とコントローラ５８との間でデータの受け渡しを行うもので
ある。６６はカラーフィルタ製造装置９０の制御を行うＣＰＵ、６７はＣＰＵを動作させ
るための制御プログラムを記憶しているＲＯＭ、６８はＣＰＵのワークエリアとして使用
され、各種データを記憶すると共に、異常に関する情報やメニスカスの振動を行うのに必
要な情報（メニスカス振動を実行するタイミング・時間の長さ、ヘッドの駆動電圧、ヘッ
ドに印加するパルスの印加時間（パルス幅）・パルスの印加間隔等）を記憶するためのＲ
ＡＭ、７０はカラーフィルタの各フィルタエレメント内へのインクの吐出を制御するため
の吐出条件制御部、７１はカラーフィルタ製造装置９０のＸＹθステージ５２の動作を制
御するためのステージ制御部、９０はコントローラに接続され、その指示に従って動作す
るカラーフィルタ製造装置を示している。
【００３０】
〔インクジェットヘッドの概略構成〕
次に、図３は、上記カラーフィルタ製造装置に使用されるインクジェットヘッド１２０の
構造を示す図である。図１の装置においては、インクジェットヘッドはＲ・Ｇ・Ｂの３色
に対応して３個設けられているが、これらの３個のヘッドは夫々同一の構造であるので、
図３ではこれら３個のヘッドのうち、１つの構造を代表して示している。尚、図３ではエ
ネルギー付与手段として、ヒーターを用いている。
【００３１】
図３において、インクジェットヘッド１２０はインクを加熱するための複数のヒータ１０
２が形成された基板であるヒータボード１０４と、このヒータボード１０４の上に被せら
れる天板１０６とから概略構成されている。天板１０６には複数の吐出口１０８が形成さ
れており、吐出口１０８の後方にはこの吐出口１０８に連通するトンネル上の液路１１０
が形成されている。各液路１１０は、隔壁１１２により隣の液路と隔絶されている。各液
路１１０はその後方において１つのインク液室１１４に共通に接続されており、インク液
室１１４にはインク供給口１１６を介してインク供給され、このインクはインク液室１１
４から夫々の液路１１０に供給される。
【００３２】
ヒータボード１０４と天板１０６とは、各液路１１０に対応した位置に各ヒータ１０２が
来る様に位置合わせされて図３の様な状態に組み立てられる。図３においては２つのヒー
タ１０２しか示されていないがヒータ１０２は夫々の液路１１０に対応して１つずつ配置
されている。図３の様に組み立てられた状態でヒータ１０２に所定の駆動パルス（駆動信
号）を供給すると、ヒータ１０２上のインクが沸騰して気泡を形成する。この気泡の体積
膨張によりインクが吐出口１０８から押し出されてインク吐出が行われる。従って、ヒー
タ１０２に加える駆動パルスを制御することにより気泡の大きさを調節し、吐出口から吐
出されるインクの体積を自在にコントロールすることができる。尚、制御するパラメータ
としては、ヒータに対して与える電力等がある。
【００３３】
〔インク吐出量の制御方法〕
図４は、この様にヒータに加える電力を変化させてインクの吐出量を制御する方法を説明
するための図である。
【００３４】
この実施形態では、インクの吐出量を調整するために、ヒータ１０２に２種類の定電圧パ
ルスを印加する様になされている。２つのパルスとは、図４に示す様にプレヒートパルス
とメインヒートパルス (以下、単にヒートパルスという )である。プレヒートパルスは、実
際にインクを吐出するに先立ってインクを所定温度に暖めるためのパルスであり、インク
を吐出するために必要な最低のパルス幅ｔ５よりも短い値に設定されている。従って、こ
のプレヒートパルスによりインクが吐出されることはない。プレヒートパルスをヒータ１
０２に加えるのは、インクの初期温度を、一定の温度にまで上昇させておくことにより、
後に一定のヒートパルスを印加したときのインク吐出量を常に一定にするためである。ま
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た、逆にプレヒートパルスの長さを調節することにより、予めインクの温度を調節してお
き、同じヒートパルスが印加された場合でも、インクの吐出量を異ならせることも可能で
ある。また、ヒートパルスの印加に先立ってインクを暖めておくことにより、ヒートパル
スを印加した時のインク吐出の時間的な立ち上がりを早めて応答性を良くする働きも持っ
ている。
【００３５】
一方、ヒートパルスは、実際にインクを吐出させるためのパルスであり、上記のインクを
吐出するために必要な最低のパルス幅ｔ５よりも長く設定されている。ヒータ１０２が発
生するエネルギーは、ヒートパルスの幅 (印加時間 )に比例するものであるため、このヒー
トパルスの幅を調節することにより、ヒータ１０２の特性のバラツキを調節することが可
能である。
【００３６】
なお、プレヒートパルスとヒートパルスとの間隔を調整して、プレヒートパルスによる熱
の拡散状態を制御することによってもインクの吐出量を調節することが可能となる。また
、ヒーターに対して与える（印加する）電圧パスルの電圧値を変化させる、すなわちヘッ
ドの駆動電圧を変化させることでインクの吐出量を調節することも可能である。
【００３７】
上記の説明から分かる様に、インクの吐出量は、プレヒートパルスとヒートパルスの印加
時間（パルス幅）を調節することによって制御することも可能であるし、またプレヒート
パルスとヒートパルスの印加間隔を調節することによって制御することも可能であるし、
ヘッドの駆動電圧を調整することによって制御することも可能である。従って、プレヒー
トパルス及びヒートパルスの印加時間、プレヒートパルスとヒートパルスの印加間隔、ヘ
ッドの駆動電圧等を必要に応じて調整することにより、インクの吐出量やインクの吐出の
印加パルスに対する応答性を自在に調節することが可能となる。特に、カラーフィルタを
着色する場合、色ムラの発生を抑制する意味で、各フィルタエレメント間や１つのフィル
タエレメント内での着色濃度（色濃度）を略均一することが望ましく、そのために各ノズ
ルからのインク吐出量を同じにするように制御する場合がある。ノズル毎のインク吐出量
が同じであれば、各フィルタエレメントに打ち込まれるインク量も同じになるので、フィ
ルタエレメント間での着色濃度を略同一にできる。また、１つのフィルタエレメント内で
のムラも低減できる。従って、各ノズル毎のインク吐出量を同一に調節したいときは、上
記したインク吐出量の制御を行えばよい。
【００３８】
次に、上記で示したインク吐出量の調整についてより具体的に説明する。
【００３９】
例えば、図４に示す様に、各吐出口（ノズル）１０８ａ，１０８ｂ，１０８ｃに対して同
じエネルギーを与えたときに、各ノズルからのインク吐出量が異なる場合について説明す
る。詳しくは、一定温度で、一定エネルギーを印加したときに、ノズル１０８ａのインク
吐出量が３６ｐｌ（ピコリットル）、ノズル１０８ｂのインク吐出量が４０ｐｌ、ノズル
１０８ｃのインク吐出量が４０ｐｌであり、ノズル１０８ａに対応するヒータ１０２ａ及
びノズル１０８ｂに対応するヒータ１０２ｂの抵抗値が２００Ω、ノズル１０８ｃに対応
するヒータ１０２ｃの抵抗値が２１０Ωであるものとする。そして、それぞれのノズル１
０８ａ，１０８ｂ，１０８ｃの吐出量を全て４０ｐｌに合わせたいものとする。
【００４０】
それぞれのノズル１０８ａ，１０８ｂ，１０８ｃの吐出量を同じ量に調整するためには、
プレヒートパルスとヒートパルスの幅を調整すれば良いのであるが、このプレヒートパル
スとヒートパルスの幅の組み合わせには種々のものが考えられる。ここでは、ヒートパル
スにより発生するエネルギーの量を３つのノズルで同じになる様に設定し、吐出量の調整
は、プレヒートパルスの幅を調整することにより行うものとする。
【００４１】
まず、ノズル１０８ａのヒータ１０２ａとノズル１０８ｂのヒータ１０２ｂの抵抗値は同
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じ２００Ωであるので、ヒートパルスにより発生するエネルギーを同じにするには、ヒー
タ１０２ａ，１０２ｂに同じ幅の電圧パルスを印加すればよい。ここでは、電圧パルスの
幅を前述したｔ 5 よりも長いｔ 3 に設定する。一方、ノズル１０８ａと１０８ｂとは、同
じエネルギーを加えた時の吐出量が、３６ｐｌと４０ｐｌと異なるため、ノズル１０８ａ
の吐出量を多くするために、ヒータ１０２ａには、ヒータ１０２ｂのプレヒートパルスの
幅ｔ 1 よりも長いｔ 2 のプレヒートパルスを加える。このようにすれば、ノズル１０８ａ
と１０８ｂの吐出量を同じ４０ｐｌにそろえることができる。
【００４２】
一方、ノズル１０８ｃのヒータ１０２ｃの抵抗値は、他の２つのヒータ１０２ａ，１０２
ｂの抵抗値よりも高い２１０Ωであるため、ヒータ１０２ｃから、他の２つのヒータと同
じエネルギーを発生させるためには、ヒートパルスの幅を長くする必要がある。そのため
、ここでは、ヒートパルスの幅を前述したｔ 3 よりも長いｔ 4 に設定している。また、プ
レヒートパルスの幅に関しては、一定エネルギーを加えた時のノズル１０８ｂと１０８ｃ
の吐出量が同じであるため、ヒータ１０２ｂと同じにすればよく、ｔ 1 の幅のプレヒート
パルスを加える。
【００４３】
以上の様にして、抵抗値と一定エネルギーを加えた時のインク吐出量の異なる３つのノズ
ル１０８ａ，１０８ｂ，１０８ｃから同じ量のインクを吐出させることができる。また、
同じ手法により、インクの吐出量を意識的に異ならせることも可能である。なお、プレヒ
ートパルスを利用するのは、ノズルごとの吐出のバラつきを低減するためである。
【００４４】
〔カラーフィルタの製造工程―▲１▼受容層タイプ〕
図５は、本実施形態において適用可能なカラーフィルタの製造方法の一例を説明するため
の図である。
【００４５】
まず、光透過性の基板１上に、遮光部として機能するブラックマトリクス２を形成する。
これにより、基板１上に光透過部７と遮光部２とが形成される（工程（ａ））。基板 1と
しては、一般にガラスが用いられるが、カラーフィルタとしての光透過性を損なわず機械
的強度などカラーフィルタ用途に応じた特性を有するものであればプラスチック等の樹脂
材料でも使用可能である。尚、ブラックマトリクス２の形成は、スパッタリングもしくは
真空蒸着などの薄膜生成法を用い、基板１上にクロム等の遮光性の高い金属薄膜を形成し
た後、フォトリソ法などによりパターン形成することにより行われる。また、感光性の黒
色樹脂をパターン形成したブラックマトリクス２も使用可能である。
【００４６】
次に、基板１上にインク受容層３を形成する（工程（ｂ））。インク受容層３としては、
（ｉ）それ自身はインク受容性に乏しいが、ある条件下（例えば光照射、または光照射と
加熱）で親インク化されると共に、ある条件下で硬化する特性を有するポジ型の樹脂材料
、もしくは（ｉｉ）それ自身はインク受容性を有するが、ある条件下（例えば光照射、ま
たは光照射と加熱）でインク受容性が低下すると共に、ある条件下で硬化する特性を有す
るネガ型の樹脂材料を用いることができる。このインク受容層の形成は、スピンコート、
ロールコート、バーコート、スプレーコート、ディップコートなどの塗布方法を用いて行
われる。また、以下では、光照射により硬化し、その硬化部分のインク受容性が低下する
ネガ型の感光性樹脂材料を用いる場合について説明する。
【００４７】
次に、フォトマスク４を用いてインク受容層３をパターン露光し、その一部を硬化させ、
インク受容性の低下した撥インク部５を形成する。これによりインク受容性を有する部分
６（未露光部）とインク受容性を有さない部分５（發インク部）とが形成される（工程（
ｃ））。図に示した形態のフォトマスク４は、インク受容層３としてネガ型の感光性樹脂
材料を用いる場合に使用するものである。これに対し、インク受容層３としてポジ型の感
光性樹脂材料を用いる場合は、図に示したフォトマスク４とは逆のフォトマスク、すなわ
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ち撥インク部５をマスクして光透過部７に対応する部位を感光させるフォトマスクを用い
る。尚、図示した様に撥インク部５はブラックマトリクス２と重なる位置に形成される。
また、ブラックマトリクス２に接する部分での着色剤の色抜けを防止するために、撥イン
ク部５の幅はブラックマトリクスの幅より狭くなるように形成することが好ましい。
【００４８】
その後、インクジェットヘッド１２０よりＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の各色のインク
９をインク受容層３の未露光部６に吐出してカラーフィルタの着色を行う（工程（ｄ）・
（ｅ））。更に、必要に応じてインクの乾燥を行う。尚、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色に着色される
部分のことをフィルタエレメントといい、このフィルタエレメントはカラーフィルタとし
て機能する部分である。また、インクジェット方式としては、エネルギー発生素子として
電気熱変換体を用いたバブルジェット方式、あるいは圧電素子を用いたピエゾ方式等が挙
げられるが、本発明ではいずれの方式も適用可能である。また使用するインクとしては、
インクジェット用として用いることができるものであれば特に限られるものではなく、イ
ンクの着色材としては、各種染料あるいは顔料の中から、Ｒ，Ｇ，Ｂの各画素に要求され
る透過スペクトルに適合したものが適宜選択される。
【００４９】
次いで、光照射または光照射と加熱処理を行って、その着色されたインク受容層３を硬化
させ、必要に応じてその表面に保護層８を形成する（工程（ｆ））。インク受容層３を硬
化させるには、發インク部形成処理（工程（ｃ））における条件とは異なる条件、例えば
光照射における露光量を大きくするか、加熱条件を変えるか、もしくは光照射と加熱処理
を併用する等の方法が採用できる。また保護層８としては、光硬化タイプ、熱硬化タイプ
あるいは光熱併用タイプの第２の樹脂組成物を用いて形成するか、あるいは無機材料を用
いて蒸着またはスパッタによって形成することができ、カラーフィルタとした場合の透明
性を有し、その後のＩＴＯ形成プロセス、配向膜形成プロセス等に十分耐えうるものであ
れば使用可能である。
【００５０】
尚、上記の図５の例では、ガラス基板上にインクを受容するためのインク受容層３を設け
た場合を説明したが本発明はこれには限定されず、直接ガラス基板１上にインクを付与し
て各フィルタエレメントを形成してもよい（図６）。
【００５１】
〔カラーフィルタの製造工程―▲２▼受容層レスタイプ〕
図６は、本実施形態に適用可能であって、上記カラーフィルタの製造方法とは異なる製造
方法を示したものである。尚、図６において、図５と同符号のものは、図５の部材と同部
材のものをさす。
【００５２】
図６（ａ）は光透過性の基板１上に撥インク性を有する隔壁１２を形成し、インクジェッ
トヘッド１２０により硬化性インク１４を付与する工程を示したものである。本実施形態
において、隔壁１２は硬化性インク１４を受ける凹部を形成し、且つ隣接するカラーフィ
ルタ間で異なる色のインクの混色を防止するために設けられる部材である。隔壁１２は例
えば感光性レジストをパターニングして容易に形成することができるが、該隔壁をブラッ
クマトリクスやブラックストライプで兼用することもでき、その場合には黒色レジストを
パターニングすれば良い。
【００５３】
本実施形態において、隔壁１２は光透過性基板１上に直接形成しても良いが、必要に応じ
て他の機能を有する層を形成した基板、例えばＴＦＴアレイを作製したアクティブマトリ
クス基板上に形成しても良い。いずれの場合にも、硬化性インクの拡散性を高めるために
、カラーフィルタ形成面表面に何らかの表面処理を施しても良い。
【００５４】
本実施形態に用いられる硬化性インク１４は、光照射又は熱処理、或いはこれらの併用に
よって硬化するインクである。硬化性インク１４としては、液状インク、ソリッドインク

10

20

30

40

50

(10) JP 3762187 B2 2006.4.5



共に使用可能であり、また、顔料系、染料系のいずれも用いることができる。インク１４
中には、光照射又は熱処理、或いはこれらの併用によって硬化する樹脂成分、色材、有機
溶剤及び水を含有する。
【００５５】
硬化成分としては、市販の樹脂や硬化剤を用いることができ、具体的には、アクリル系樹
脂、エポキシ系樹脂、メラミン樹脂等が好適に用いられる。
【００５６】
次に、各フィルタエレメントに硬化性インク１４を付与した後（図６（ｂ））、必要に応
じて乾燥処理を行い、光照射又は熱処理、或いはこれらの併用によってインクを硬化し、
カラーフィルタを形成する（図６（ｃ））。その後、必要に応じて保護膜８を形成する（
図６（ｄ））。
【００５７】
〔カラーフィルタを組み込んだカラー液晶表示装置〕
図７乃至図９は、カラーフィルタを組み込んだカラー液晶表示装置３０の表示用スクリー
ンの基本構成を示す断面図である。
【００５８】
１１は偏光板、１はガラスなどの透明基板、２はブラックマトリックス、３は樹脂組成物
層（インク受容層）、８は保護層、１６は共通電極、１７は配向膜、１８は液晶化合物、
１９は配向膜、２０は画素電極、２１はガラス基板、２２は偏光板、２３はバックライト
光である。５４はカラーフィルタ、２４は対向基板である。
【００５９】
本実施形態のカラー液晶表示装置３０は、カラーフィルタ５４と対向基板２４をあわせ込
み、液晶化合物１８を封入することにより形成される。液晶表示装置における一方の基板
２１の内側には、ＴＦＴ（不図示）と透明な画素電極２０がマトリクス状に形成される。
また、もう一方の基板１の内側には画素電極に対向する位置にＲ，Ｇ，Ｂの色材料が配列
する様なカラーフィルタ５４が設置され、その上に透明な対向電極１６が一面に形成され
る。ブラックマトリクス２は通常カラーフィルタ基板１側に形成されるが（図７参照）、
ブラックマトリクスオンアレイタイプの液晶パネルに於いては対向するＴＦＴ基板側に形
成される（図８参照）。さらに、両基板の面内には配光膜１９が形成されており、これを
ラビング処理することにより液晶分子を一定方向に配列させることができる。また、夫々
のガラス基板の外側には偏光板１１、２２が接着されており、液晶化合物１８はこれらの
ガラス基板の隙間（２～５μｍ程度）に充填される。また、バックライトとしては蛍光灯
と散乱板の組み合わせが一般的に用いられており、液晶化合物をバックライト光の透過率
を変化させる光シャッターとして機能させることにより表示を行う。
【００６０】
また、カラーフィルタを構成する着色部（フィルタエレメント）は、ガラス基板上に形成
されることに限定されるものでは無く、図９に示す様に画素電極２０上に着色部（フィル
タエレメント）を形成しカラーフィルタとして機能させる様にしても良い。
【００６１】
このような液晶表示装置を情報処理装置に適用した場合の例を図１０乃至図１３を参照し
て説明する。
【００６２】
図１０は、上記の液晶表示装置をワードプロセッサ、パーソナルコンピュータ、ファクシ
ミリ装置、複写装置としての機能を有する情報処理装置に適用した場合の概略構成を示す
ブロック図である。
【００６３】
図中、１８０１は装置全体の制御を行う制御部で、マイクロプロセッサ等のＣＰＵや各種
Ｉ／Ｏポートを備え、各部に制御信号やデータ信号等を出力したり、各部よりの制御信号
やデータ信号を入力して制御を行っている。１８０２はディスプレイで、この表示画面に
は各種メニューや文書情報及びイメージリーダ１８０７で読み取ったイメージデータ等が
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表示される。１８０３はディスプレイ１８０２上に設けられた透明な感圧式のタッチパネ
ルで、指等によりその表面を押圧することにより、ディスプレイ１８０２上での項目入力
や座標位置入力等を行うことができる。
【００６４】
１８０４はＦＭ (Frequency Modulation)音源部で、音楽エディタ等で作成された音楽情報
をメモリ１８１０や外部記憶装置１８１２にデジタルデータとして記憶しておき、それら
メモリ等から読み出してＦＭ変調を行うものである。ＦＭ音源部１８０４からの電気信号
はスピーカ１８０５により可聴音に変換される。プリンタ１８０６はワードプロセッサ、
パーソナルコンピュータ、ファクシミリ装置、複写装置の出力端末として用いられる。
【００６５】
１８０７は原稿データを光電的に読取って入力するイメージリーダで、原稿の搬送経路中
に設けられており、ファクシミリ原稿や複写原稿の他各種原稿の読取りを行う。
【００６６】
１８０８はイメージリーダ１８０７で読取った原稿データのファクシミリ送信や、送られ
てきたファクシミリ信号を受信して復号するファクシミリ（ＦＡＸ）の送受信部であり、
外部とのインターフェース機能を有する。１８０９は通常の電話機能や留守番電話機能等
の各種電話機能を有する電話機である。
【００６７】
１８１０はシステムプログラムやマネージャープログラム及びその他のアプリケーション
プログラム等や文字フォント及び辞書等を記憶するＲＯＭや、外部記憶装置１８１２から
ロードされたアプリケーションプログラムや文書情報、さらにはビデオＲＡＭ等を含むメ
モリである。１８１１は文書情報や各種コマンド等を入力するキーボードである。１８１
２はフロッピーディスクやハードディスク等を記憶媒体とする外部記憶装置で、この外部
記憶装置１８１２には、文書情報や音楽あるいは音声情報、ユーザのアプリケーションプ
ログラム等が格納される。
【００６８】
図１１は、図１０に示す情報処理装置の模式的概観図である。
【００６９】
図中、１９０１は上記の液晶表示装置を利用したフラットパネルディスプレイで、各種メ
ニューや図形情報及び文書情報等を表示する。このディスプレイ１９０１上では、タッチ
パネル１８０３の表面を指等で押圧することにより座標入力や項目指定入力を行うことが
できる。１９０２は装置が電話機として機能するときに使用されているハンドセットであ
る。キーボード１９０３は本体と着脱可能にコードを介して接続されており、各種文書機
能や各種データ入力を行うことができる。また、このキーボード１９０３には各種機能キ
ー１９０４等が設けられている。１９０５は外部記憶装置１８１２の１つであるフロッピ
ーディスクの挿入口である。
【００７０】
１９０６はイメージリーダ１８０７で読取られる原稿を載置する用紙載置部で、読取られ
た原稿は装置の後部より排出される。またファクシミリ受信等においては、インクジェッ
トプリンタ１９０７によりプリントされる。
【００７１】
上記情報処理装置をパーソナルコンピュータやワードプロセッサとして機能する場合、キ
ーボード１９０３から入力された各種情報が制御部１８０１により所定のプログラムに従
って処理され、プリンタ１９０７により画像として出力される。
【００７２】
またファクシミリ装置の受信機として機能する場合、通信回線を介してＦＡＸ送受信部１
８０８から入力したファクシミリ情報が制御部１８０１により所定のプログラムに従って
受信処理され、プリンタ１９０７により受信画像として出力される。
【００７３】
また、複写装置として機能する場合、イメージリーダ１８０７によって原稿を読取り、読

10

20

30

40

50

(12) JP 3762187 B2 2006.4.5



取られた原稿データが制御部１８０１からプリンタ１９０７に送られ、複写画像として出
力される。なお、ファクシミリ装置の受信機として機能する場合、イメージリーダ１８０
７によって読取られた原稿データは、制御部１８０１により所定のプログラムに従って送
信処理された後、ＦＡＸ送受信部１８０８を介して通信回線に送信される。
【００７４】
なお、上述した情報処理装置は図１２に示すようにインクジェットプリンタ１９０７を本
体に内蔵した一体型としてもよく、この場合は、よりポータブル性を高めることが可能と
なる。同図において、図１１と同一機能を有する部分には、対応する符号を付して、その
説明を省略する。
【００７５】
〔カラーフィルタの着色工程の概要〕
次に、カラーフィルタの着色工程の概要を図１３～図１５を参照しながら説明する。尚、
本実施形態では、メニスカス振動工程、予備吐出工程、着色工程を連続して行うことを特
徴としている。
【００７６】
まず、図１３のステップＳ１において、カラーフィルタ製造装置９０のＸＹθステージ５
２上にカラーフィルタ基板５３をセットし、位置決めを行う。本実施形態では、図１４（
Ａ）・（Ｂ）に示すようなカラーフィルタ基板を用いる。すなわち、１枚のカラーフィル
タ基板から多数枚のカラーフィルタを取ることが可能な基板である。この図１４（Ａ）・
（Ｂ）では、基板の大きさが３６０ｍｍ×４６０ｍｍの場合を示しており、１０インチサ
イズのカラーフィルタであれば、その中に４枚のカラーフィルタ５４ａ、５４ｂ，５４ｃ
，５４ｄを形成することが可能である。尚、本実施形態では、予備吐出領域４０２とカラ
ーフィルタとして機能するフィルタエレメント（画素）を含む領域４０４（有効画素部）
とを有する基板を用いることとする。
【００７７】
次に、ステップＳ２において、カラーフィルタ基板５３とインクジェットヘッド１２０と
を相対的に移動させて、基板５３の予備吐出領域４０２（４０２ａ）の真上にインクジェ
ットヘッド１２０を位置させる。この相対移動はＸＹθステージ５２を移動させることに
より実行しても良いし、インクジェットヘッドを移動させることにより実行しても良い。
次に、ステップＳ３において、インクジェットヘッドからのインク吐出を安定化させるた
めに、ノズルからインクが吐出されない（ノズルからインクが分離しない）程度のエネル
ギーをインクジェットヘッドに与え、吐出口のメニスカスを振動させる（メニスカス振動
工程）。すなわち、インクを吐出するには不十分な量のエネルギーを与えるのである。
【００７８】
ステップＳ３にてメニスカス振動を行った後、ステップＳ４において、インクジェットヘ
ッド１２０から予備吐出領域４０２（４０２ａ）にインクを吐出する（予備吐出工程）。
この予備吐出動作では、予備吐出領域４０２に対して、例えば図１５中のＦ部分で示され
るようなパターンが描画される。尚、予備吐出のパターンは、図１５に示されるようなパ
ターンには限らないことは言うまでもない。また、カラーフィルタとして機能する着色領
域と、前記着色領域の外側にある予備吐出領域との位置関係は、図１４（Ａ）のように連
続していても良いし、図１４（Ｂ）のように連続していなくても良い。いずれにせよ、本
実施形態ではフィルタエレメントを着色する直前に、カラーフィルタ基板上であってカラ
ーフィルタとして機能しない領域（予備吐出領域４０２）に対して予備吐出を行っている
。これは、予備吐出を行ってからフィルタエレメントを着色するまでの時間を短くするた
めである。予備吐出を行ってからフィルタエレメントを着色するまでの時間を短くするこ
とで、インクの吐出を休止して吐出を再開するまでの時間が長くなることに起因して生じ
るインク吐出の不安定性を低減することができるとともに、フィルタエレメントの着色の
際には常にインクの吐出状態を安定化させることができる。また、本実施形態のように、
メニスカス振動を行った後に予備吐出動作を行うと、どちらか一方のみを行うよりも、一
層インクの吐出状態を安定化させることができる。尚、この予備吐出領域は、カラーフィ
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ルタ基板がデスプレイに組み込まれたとき、ハウジングの縁の部分に隠れてしまう部分で
ある。つまり、この予備吐出領域は額縁部分であるので、この額縁部分にインクを吐出し
たとしても、カラーフィルタの品質を低下させることはない。
【００７９】
ステップＳ４にて予備吐出動作を行った後、ステップＳ５において、カラーフィルタ基板
５３とインクジェットヘッド１２０とを相対的に移動させながら、インクジェットヘッド
から基板に対してインクを吐出して複数のフィルタエレメントを着色する。このステップ
Ｓ５では、基板とヘッドとの相対移動を１回行う。すなわち、図１４における４０２ａの
位置からＹ２の位置までヘッドを基板に対して相対走査させるのである。その後、ステッ
プＳ６へ進む。ステップＳ６において、予め設定された所定の回数だけ、ヘッドと基板と
を相対移動させたかどうかを判定する。所定回数移動させたと判定されれば、ステップＳ
７へ進み、そのカラーフィルタ基板の着色は終了する。一方、ステップＳ６において所定
回数移動させていなければ、ステップＳ２へ戻り、ステップＳ２以降の工程を繰り返す。
すなわち、今度はヘッドがＹ２に位置しているので、Ｙ１の方向に向けてヘッドと基板と
を相対走査させて、ヘッドが予備吐出領域４０２ｂの真上にくるようにし、そこでメニス
カス振動を行った後、予備吐出領域４０２ｂに対して予備吐出を行い、その後、フィルタ
エレメントを着色していくのである。上記から分かるように、１回目・３回目…等の奇数
回目の相対走査では、４０２ａもしくは４０２ｃの予備吐出領域に対して予備吐出を実行
するのに対し、２回目・４目…等の偶数回目の相対走査では、４０２ｂもしくは４０２ｄ
の予備吐出領域に対して予備吐出を実行する。このように１回走査する度に予備吐出を行
っているので、走査と走査の間の休止によって生じる吐出安定性の低下を招くことがない
。また、奇数回目の相対走査では基板に対してヘッドをＹ１からＹ２の方向へ移動するの
に対し、偶数回目の相対走査では基板に対してヘッドをＹ２からＹ１の方向へ移動する。
【００８０】
尚、上記ステップＳ３におけるメニスカス振動および上記ステップＳ４における予備吐出
を実行するタイミングや位置は、上述したタイミングや位置に限られるものでない。上記
ステップＳ３では、ヘッドが予備吐出領域の真上に位置したときにメニスカス振動を行う
こととしているが、ヘッドが着色領域外（額縁部分）を移動している間にメニスカス振動
を行ってもよい。ヘッドの移動中にメニスカス振動を行う場合、ヘッドを停止してメニス
カス振動を行うよりも時間の浪費を伴わない。その一方で、ヘッドを停止してメニスカス
振動を行う方が、ヘッドの移動による振動がないため、メニスカス振動を安定して行うこ
とができる。
【００８１】
また、上記ステップＳ４では、図１４（Ａ）・（Ｂ）に示すような位置に対して予備吐出
動作を行っているが、本実施形態では図１６（ａ）～（ｄ）に示すような位置に対して予
備吐出を行ってもよい。すなわち、図１６（ａ）・（ｂ）に示すように複数のフィルタエ
レメントを含む有効画素部４０４の前後両側に予備吐出を行ってもいいし、図１６（ｃ）
・（ｄ）に示すように有効画素部４０４の前後・左右両側に対して予備吐出を行ってもい
い。図１６に示すような位置に対して予備吐出を行うと、以下のような効果がある。それ
を以下で説明する。
【００８２】
インクが吐出された部分、即ち予備吐出領域４０２と有効画素部４０４の部分では、ガラ
ス基板５３上に形成された樹脂組成物層３がインクを吸収して僅かに盛り上がる。そのた
め、インクが吐出された部分と吐出されていない部分では、カラーフィルタにわずかに凹
凸が生ずることとなる。このような場合、現状ではあまり問題になっていないが、今後大
画面化、狭額縁化により接着部が縮小すると、予備吐出領域４０２を有効画素部４０４の
片側にのみ設けると、上記のようにガラス基板５３に対向基板を貼りあわせるときに、予
備吐出領域４０２が形成されていない側の基板間隔が狭くなり、基板間の間隔が所々異な
る可能性がある。そこで、例えば、図１６に示すように、予備吐出領域４０２を有効画素
部４０４の両側に形成し、有効画素部４０４を挟んだ両側の樹脂組成物層３の高さを同一
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にして、基板間の間隔ムラをなくすようにしても良い。このように、液晶パネルを製造す
るときの弊害の原因となり得る事項をより少なくするために、図１６（ａ）・（ｂ）に示
すように複数のフィルタエレメントを含む有効画素部４０４の前後両側に予備吐出を行っ
てもよい。また、図１６（ｃ）・（ｄ）に示すように左右両側にも予備吐出領域を形成す
るようにすれば、カラーフィルタ基板と対向基板の間隔を一定にするという点において更
に有効である。
【００８３】
尚、本実施形態における予備吐出パターンとしては、図１６（ａ）・（ｃ）に示すように
有効画素部４０４の各画素の配列パターンと同一ピッチで予備吐出を行ってよいし、図１
６（ｂ）・（ｄ）に示すように予備吐出領域をベタ塗りするように予備吐出を行ってもよ
い。例えば、同一色の画素のピッチが３００μｍであり、インクジェットヘッドのノズル
の間隔が７０ .５μｍであるとすると、同一色の画素の着色を行うためには、例えば５ノ
ズルおきの吐出ノズルが常時使用され他のノズルは通常使用されないこととなる。しかし
ながら、常時使用しているノズルに不吐出等の異常が発生した場合には、１ノズルずつ使
用するノズルをずらして予備のノズルで着色を行う場合がある。この場合、通常使用して
いないノズルを使用することになるため不吐出等が発生する虞がある。その点、上記のよ
うに予備吐出において、全ノズルからインクを吐出させて、予備吐出領域をベタ塗り状態
にすれば、すべてのノズルが即座に本吐出に対応できる状態となるため、使用するノズル
を変更する場合でもすぐに対応することが可能である。さらには、図１６に示すような予
備吐出パターン以外に、後に液晶表示装置を構成するためにガラス基板５３に対向基板を
貼りあわせるときの位置決め用のアライメントマークを予備吐出により形成するようにし
ても良い。
【００８４】
また、図１７に示したように、ガラス基板５３の端部に予備吐出領域を設け、その場所で
吐出が安定するまでインクを吐出し続けた後、着色を開始しても良い。さらに、図１８に
示すように、ヘッドと基板の相対走査の方向において隣り合うフィルタエレメントの色が
異なる色となるような着色パターンを形成する場合でも、走査開始方向における走査開始
領域に予備吐出領域を設ければ良いことになる。
【００８５】
以上説明したように、本実施形態によれば、カラーフィルタの有効画素部の脇の基板上に
予備吐出を行うことにより、基板外の部分に予備吐出用の受けを用意する必要がなく、装
置の構成を単純化することが出来る。また、予備吐出領域が有効画素部に近接しているの
で、予備吐出後すぐに本吐出に移ることができるので、予備吐出後のインクジェットヘッ
ドの吐出安定性を高度に維持したまま有効画素部の着色が可能となる。
【００８６】
尚、本実施形態では、図３９に示されるように、ヘッドと基板とをＸ方向に相対的に走査
させて、Ｘ方向（主走査方向）のフィルタエレメントの色が同一色となるように着色し、
Ｙ方向に隣り合うフィルタエレメントの色が異なる色となるように着色してもよいし、図
４０に示されるように、ヘッドと基板とをＸ方向に相対的に走査させて、Ｘ方向（主走査
方向）に隣り合うフィルタエレメントの色が異なる色となるように着色してもよい。
【００８７】
また、本実施形態の予備吐出パターンとしては、図１９～図２１に示すようなパターンで
もよい。このようなパターンとすることで、上記図１５、図１６に比べ予備吐出領域にお
ける混色の発生確率をより低減することができ、それに伴い、フィルタエレメントでの混
色の発生確率も低減することができる。その結果、歩留まりの向上が図れる。以下に、図
１９～図２１の説明をする。
【００８８】
図１９は、基板上における予備吐出パターンの一例を示した図である。図１９において、
赤色（Ｒ）のインクを吐出するヘッド１２０ａと緑色（Ｇ）のインクを吐出するヘッド１
２０ｂと青色（Ｂ）のインクを吐出するヘッド１２０ｃを有するインクジェットヘッド１
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２０は、図中矢印で示す走査方向にガラス基板５３上を相対的に走査しながら、ガラス基
板５３上の各画素をＲ（赤）・Ｇ（緑）・Ｂ（青）の３色に着色していく。インクジェッ
トヘッド１２０において丸印で示したものがインク吐出ノズルを示し、図中黒丸で示した
ノズルが着色に使用されるノズルである。
【００８９】
この場合のインクの吐出動作を図１９を用いて説明する。インクジェットヘッド１２０で
ガラス基板５３の額縁部分から着色を開始する場合、インクの吐出開始位置では、一番端
のインクが表面張力により隣のインクに引っ張られて、その部分にインクが集中する。そ
して、その部分のインクが大きく広がってしまい、Ａ部として示すような大径の着色部分
が形成される場合がある。このような大径の着色部分が形成されると、その部分で隣の異
なる色のインクとの混色が起こる可能性がある。そこで、ここでは、図１９に示す様に、
Ｒ・Ｇ・Ｂの各画素列毎にインクの吐出開始位置を走査方向に順番にずらすことにより、
大径の着色部分であるＡ部がそれぞれ隣の画素列同士で重ならないようにしている。この
ようにすれば、インクの吐出開始位置でインクが集中したとしても、隣の画素列と混色が
起こることを防止できる。
【００９０】
また、図２０は、インクの吐出開始位置をずらす他の例を示したものであり、図示したよ
うに、隣の画素列同士でインクの吐出開始位置を交互にずらすようにしている。このよう
にすれば、図１９の場合に比較して、ガラス基板５３の額縁部分の幅をさらに狭くするこ
とが出来る。
【００９１】
以上説明したように、走査方向へのインクの吐出開始位置を画素列毎にずらした予備吐出
パターン（図１９・図２０のパターン）を用いることにより、カラーフィルタの額縁部分
を狭くしても高品質なカラーフィルタを製造することが出来る。
【００９２】
図２１は、基板上における予備吐出パターンの他の例を示した図である。図２１において
、赤色（Ｒ）のインクを吐出するヘッド１２０ａと緑色（Ｇ）のインクを吐出するヘッド
１２０ｂと青色（Ｂ）のインクを吐出するヘッド１２０ｃを有するインクジェットヘッド
１２０は、図中矢印で示す走査方向にガラス基板５３上を相対的に走査しながら、ガラス
基板５３上の各画素を、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の３色に着色していく。インクジ
ェットヘッド１２０において丸印で示したものがインク吐出ノズルを示し、図中黒丸で示
したノズルが着色に使用されるノズルである。
【００９３】
この場合のインクの吐出動作を図２１を用いて説明する。上述したようにＡ部分では混色
が起こる可能性がある。そこで、ここでは、図２１（ａ）に示す様に、Ｒ・Ｇ・Ｂの各画
素列毎に、インクの吐出開始位置付近でのインクの吐出密度を低下させている。即ち、イ
ンクの吐出開始位置付近においては、インクをガラス基板５３上に疎らな間隔で吐出する
。このとき、インクを疎らに吐出する手法として、後述のシェーディング補正の手法を用
いることが可能である。このようにインクの吐出開始位置付近でのインク吐出密度をフィ
ルタエレメント着色時のインク吐出密度より小さくすることにより、１ヶ所へのインクの
過度の集中が無くなり、図２１（ｂ）に示す様にインクが大きく広がることがなく、隣の
画素列の異なる色のインクとの混色が防止できる。なお、インクの吐出開始位置付近にお
いてインクの吐出密度を低下させる長さｂは、例えば、１つの画素の走査方向の長さａを
２６４μｍとすると、約５０～１３００μｍ程度であり、画素の長さの０ .２～５倍の範
囲とすることが好ましい。また、０ .２倍以上とすることで、より混色の防止を達成する
ことができ、５倍以下とすることで有効画素面積を大きくすることが出来る。
【００９４】
以上説明したように、走査方向へのインクの吐出開始位置付近でのインク吐出密度を低下
させた予備吐出パターン（図２１のパターン）を用いることにより、カラーフィルタの額
縁部分を狭くしても高品質なカラーフィルタを製造することが出来る。
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【００９５】
〔メニスカス振動についての説明〕
次に、図２２～図２４を参照しながら、上記のメニスカス振動について詳述する。本実施
形態では、着色開始時の初期吐出性の安定化させるためにメニスカス振動を行っており、
このメニスカス振動を実行するタイミングは予備吐出を行う直前である。
【００９６】
カラーフィルタを着色する際に使用されるインクジェットヘッドは、そのヘッドの吐出口
付近にメニスカスを形成している。ヘッドからインクの吐出を行わず、かつキャッピング
を施さない状態では、メニスカスは大気中に曝されているため、ヘッドの吐出口よりイン
クの揮発成分（インク中に含有する水分や有機溶剤等）が蒸発し、吐出口付近のインクが
増粘あるいは固着する。このようにメニスカスの表面を形成するインクが増粘すると、着
色開始時（インク初期吐出時）におけるインク吐出速度が低下してしまう（図２２）。こ
のことは図２２に示されており、（ａ）はメニスカスの表面のインク粘度が正常な場合で
あり、（ｂ）はメニスカスの表面のインクが増粘した場合である。インク粘度が正常な場
合は、吐出速度も正常である。しかしながら、インク粘度が高くなると、インクが吐出さ
れにくくなり、吐出速度が低下してしまう。インク吐出速度が低下すると、インク初期吐
出時の着弾精度が悪くなり、その結果、隣接する画素間で色が混ざり合う混色現象が生じ
てしまう（図２３）。
【００９７】
図２３は、着弾精度が低下して混色が発生した様子を示す図である。ここで、インク吐出
速度の低下に伴い、着弾精度が低下する理由を簡単に説明する。カラーフィルタの着色は
、基板を移動させながら、その基板へ向けてインクを吐出することで行っている。ここで
、基板の速度は、吐出ノズルからインクが基板に着弾するまでの時間（インクの飛行時間
）を考慮して決定される。従って、吐出速度が低下し、インクの飛行時間が所定の時間よ
り長くなってしまうと、インクが所望の箇所に着弾しなくなる。このような理由で、吐出
速度の低下が着弾精度の低下を招くのである。
【００９８】
また、インクの増粘は、吐出口からインクが吐出できない不吐出現象等を引き起こす可能
性もある。この不吐ノズルがあると、白抜けや濃度ムラのあるフィルタエレメントを発生
させる可能性があるので好ましくない。
【００９９】
以上から分かるように、フィルタエレメントを着色するときには、インクを増粘させない
ことが望ましい。そこで、本実施形態では、インクの吐出開示前に、ノズル内のインクに
気泡を発生させない（発砲が生じない）程度のエネルギーのパルスをヒータに対して断続
的に印加して、吐出口のメニスカスを微細振動させている。具体的には、インクジェット
ヘッドのヒータに印可する駆動電圧（電圧パルスの電圧値）の大きさを、インクを吐出す
るには不十分な大きさの電圧値Ｖ 1～Ｖ 2（ｖ）としている。尚、このメニスカス振動を実
行するための電圧値Ｖ 1～Ｖ 2（ｖ）と、インクを吐出するために必要な電圧値Ｖ 3との関
係は、Ｖ 1＜Ｖ 3、Ｖ 2＜Ｖ 3である。
【０１００】
このようなメニスカス振動が実行されると、ノズル内のインクが昇温し、このインクの昇
温に伴ってインク体積の膨張／収縮が起こる。すると、図２４に示されるように、ノズル
内のインクとインク液室内のインクとが置換されるため、メニスカスを形成するインクが
新しくなる。これにより、仮にメニスカス表面のインク粘度が高くなってしまっていたと
しても、今まで大気中に曝されていなかった、インク液室内のインクによってメニスカス
が再度形成されることになるので、インクの増粘による吐出不良を生じる虞がなくなる。
つまり、メニスカスのインク粘度を、インク吐出に適正な粘度に保つことができるのであ
る。以上のように、インク吐出開始前にメニスカス振動を行うことで、インク吐出に支障
をきたす粘度のインクでメニスカス表面が形成されることがなくなり、インクの初期吐出
を安定化させることが可能となる。
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【０１０１】
尚、ノズル内のインクとインク液室内のインクの置換についてであるが、ここでは双方の
インクを完全に置換させなくてもよい。メニスカスを形成するインクをリフレッシュし、
インク吐出を適正に行うことができればよく、ノズル内のインクとインク液室内のインク
の一部を置換するだけでもよい。さらに、上記の条件を満たすのであれば、双方のインク
を全く置換させずに、ノズル内のインクを攪拌させるだけでもよい。この場合、撹拌させ
るだけでメニスカスを再形成することになる。しかしながら、インクを撹拌させるだけの
場合、昇温したインクがノズル内に留まることになる。昇温によりインクの粘度が低下す
るだけであれば何ら問題ないのであるが、インクが高温になり過ぎると今度はインク中の
揮発成分が蒸発し、インクの増粘を招く虞がないともいえない。従って、インクの粘度を
確実に低下させるためには、双方のインクを一部でも置換した方が好ましい。
【０１０２】
一方、上述のようにノズル内のインクを撹拌させるだけの場合のメリットは、インク中の
揮発成分が蒸発しない程度にインクを昇温させてノズル内のインク粘度をインク液室内の
インク粘度より低くすることが可能であり、インク吐出量の制御がしやすくなることであ
る。
【０１０３】
また、本実施形態ではパルスの電圧値を調整する方法に限定されるものではなく、ノズル
内のインクに気泡を発生させない（発砲が生じない）程度のエネルギーとなる幅の短パル
スをヒータに対して印加することによってメニスカス振動を行ってもよい。すなわち、イ
ンクジェットヘッドのヒータに印可する電圧パルスの印加時間を、インクを吐出するには
不十分な時間ｔ 1～ｔ 2（ msec）とするのである。尚、このメニスカス振動を実行するため
の短パルスの印加時間ｔ 1～ｔ 2（ｍ sec）と、インクを吐出するために必要なパルスの印
加時間ｔ 3との関係は、ｔ 1＜ｔ 3、ｔ 2＜ｔ 3である。
【０１０４】
また、本実施形態におけるメニスカス振動は、インクジェットヘッドのヒータに印可する
電圧パルスの周波数（ヘッドの駆動周波数）を調整することによっても行うことができる
。すなわち、電圧パルスの周波数を長くするのである。
【０１０５】
また、本実施形態では、上記電圧パルスの電圧値、電圧パルスの印加時間（パルス幅）、
電圧パルスの周波数の３つの要素うち２つを選択し、その２つの要素を調整することでメ
ニスカス振動を行ってもよい。この場合、ヒータに印加するエネルギー量に関し、１つの
要素のみを調整するよりも更に細かく調整することができるので効果的である。さらに、
上記電圧パルスの電圧値、電圧パルスの印加時間（パルス幅）、電圧パルスの周波数の３
つの全要素を調整するようにしてもよい。この場合、ヒータに印加するエネルギー量に関
し、２つの要素を調整するよりも更に細かく調整することができる。一方、調整する要素
が増加するとそれだけ制御が複雑になる。従って、幾つの要素を調整するかは、ヒータに
印加するエネルギー量をどれだけ細かく制御するかということと制御の複雑さとの両方を
考慮して決定すればよい。
【０１０６】
ここで、図２４について簡単に説明する。図２４は、発砲が生じない程度のエネルギーを
ヒータに印加することで、吐出口付近のメニスカスを微細振動させる様子を示した図であ
る。まず、図２４（ａ）はメニスカス制御を行っていないときのメニスカス９９の初期位
置を示しており、メニスカス９９は吐出口付近で吐出方向に対し凹状に一定の曲率で保持
されている。この状態を定常状態とする。この定常状態においてヒータに対し電圧パルス
を印加（ヒータをＯＮ）すると、インクに熱エネルギーが付与されインク体積が膨張する
。このときメニスカスは図２４（ｂ）の状態になる。すなわち、メニスカス９９は吐出口
部分で吐出方向に対し凸状に一定の曲率を形成する。また、インク体積の膨張に伴い、ノ
ズル内のインクがインク液室内に入り込む。その後、ヒータに対するパルスの印加を中止
（ヒータがＯＦＦ）すると、メニスカス９９は後退し始める。このとき、ノズル内のイン
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ク体積が収縮するとともに、インク液室内のインクがノズル内に入り込み、インク液室内
のインクとノズル内のインクとが置換される。尚、図２４（ｃ）はメニスカス９９が最も
後退したときの状態を示している。その後、後退したメニスカスが吐出方向へ押し戻され
、図２４（ｄ）のような定常状態となる。図２４（ｄ）では、インク液室内のインクとノ
ズル内のインクの両者のインクの少なくとも一部が置換されている。以上のようなメニス
カス振動を行うことで、仮に、図２４（ａ）のメニスカス表面のインクが増粘していたと
しても、図２４（ｄ）ではメニスカスが再形成されるため、インク吐出動作を安定して行
うことができる。
【０１０７】
尚、上記では、１回の走査毎にメニスカス振動と予備吐出動作の両方を行うこととしたが
、これに限定されるものではない。例えば、インク吐出動作を比較的安定して行うことが
できる場合は、１回の走査毎に予備吐出とメニスカス振動を交互に行うようにしてもよい
。こうすれば、インクの消費を少なくすることができるとともに、予備吐出に要する時間
分短縮できる。また、１回目の走査のときだけメニスカス振動と予備吐出の両方を行い、
その他の走査ではメニスカス振動のみを行うようにしても良い。これにより、更にインク
の消費を低減させ、カラーフィルタの作成に要する時間を削減できる。また、１回目の走
査と最後の走査のときだけ予備吐出を行い、その他の走査はメニスカス振動のみを行うよ
うにしても良い。最後の走査で行われた予備吐出によるインク部を光学的に検知すること
で、走査中に不吐ノズルが発生したか否かを検出でき、その結果着色されたカラーフィル
タが良品か不良品かを自動検査することができる。このように、予備吐出とメニスカス振
動を実行するタイミングや回数は、使用インクの粘度やカラーフィルタの製造条件に応じ
て適宜決定すればよい。
【０１０８】
〔カラーフィルタ着色用データの作成〕
次に、カラーフィルタの複数のフィルタエレメントを着色する場合に用いる、カラーフィ
ルタ着色用データの作成方法について詳述する。尚、このカラーフィルタ着色用データは
、図１３のステップＳ５における着色工程で用いられるものである。また、ここで説明す
るカラーフィルタ着色用データは、図３９に示されるようにヘッドと基板とをＸ方向に相
対的に走査させて、Ｘ方向（主走査方向）のフィルタエレメントの色が同一色となるよう
に着色し、Ｙ方向に隣り合うフィルタエレメントの色が異なる色となるように着色する場
合の着色方式のときに用いられるデータである。
【０１０９】
本実施形態におけるカラーフィルタ着色用データは、ヘッドシェーディング補正データの
作成工程及びマルチパスデータの作成工程という２段階のデータ作成工程を経て作成され
る。
【０１１０】
まず、第１段階のヘッドシェーディング補正データの作成方法について説明する。本実施
形態における具体的なデータ作成方法を示す前に、まず、ヘッドシェーディング補正の基
本的な考え方について示す。ヘッドシェーディング補正とは、図２５乃至図２７に示すよ
うに、各インク吐出ノズルからのインク吐出密度を調整することにより、インクジェット
ヘッドの走査方向の濃度ムラを補正するものである。
【０１１１】
例えば、図２５に示すように、インクジェットヘッドのノズル 3のインク吐出量を基準と
したときに、ノズル 1のインク吐出量が -10％、ノズル 2のインク吐出量が＋ 20%であったと
する。このとき、インクジェットヘッドＩＪＨを走査させながら、図２６に示すように、
ノズル 1のヒータには基準クロックの９回に１回ずつヒートパルスを加え、ノズル２のヒ
ータには基準クロックの１２回に 1回ずつヒートパルスを加え、ノズル３のヒータには基
準クロックの１０回に 1回ずつヒートパルスを加える。この様にすることにより、走査方
向のインク吐出数を各ノズル毎に変化させ、図２７に示すようにカラーフィルタのフィル
タエレメント内の走査方向のインク密度を一定にすることができ、各フィルタエレメント
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の濃度ムラを低減することができる。すなわち、各フィルタエレメントの濃度ムラを低減
させるためには、各フィルタエレメント間における着色濃度を略同一とする必要がある。
そこで、各フィルタエレメント間における着色濃度が略同一なるように、各フィルタエレ
メントに対して打ち込むインクの吐出密度をノズル毎に設定するのである。このようにし
て、走査方向のインク吐出密度を補正することをヘッドシェーディング補正と呼ぶ。
【０１１２】
次に、ヘッドシェーディング補正を施して描画データを作成する具体的な方法を示す。ま
ず、予め特定しておいた不良ノズルを使用しないことを決定する。次に、不良ノズル以外
の全ノズルについて、以下の手順でヘッドシェーディング補正データを作成する。
（１）前もって測定しておいた、ノズル毎のインク吐出量に関するデータを用意する。
（２）１つのフィルタエレメントを１つのノズルで着色すると仮定した場合に、フィルタ
エレメント間の着色濃度が略同じになるように、フィルタエレメントへの打ち込みドット
数を前記（１）のインク吐出量のデータに基づき決定する。換言すると、フィルタエレメ
ントに打ち込むインクドットの吐出間隔を決定しているともいえる。具体的には、上述し
たように、ノズルからのインク吐出量が多い場合には、１つのフィルタエレメント内のド
ット数を少なくするか、もしくはドット間隔を広くする。一方、ノズルからのインク吐出
量が少ない場合には、１つのフィルタエレメント内のドット数を多くするか、もしくはド
ット間隔を狭くする。このようにして、フィルタエレメントに対するインクの吐出密度を
決定（設定）する。尚、このインク吐出密度の設定は全ノズルに対して行う。これにより
、各ノズル毎のインク吐出密度のデータが作成される。これが、ヘッドシェーディング補
正データとなる。
【０１１３】
ここで、更に具体的に、ノズルＮ１・Ｎ２・Ｎ３の各ノズルにおけるヘッドシェーディン
グ補正データを作成する場合について説明する。
【０１１４】
まず、上記（１）のノズル毎のインク吐出量のデータから、３つのノズルＮ１・Ｎ２・Ｎ
３の各インク吐出量を求める。例えばノズルＮ 1の 1回の吐出量が１０ｎｇ (ナノグラム )、
ノズルＮ 2の 1回の吐出量が２０ｎｇ、ノズルＮ 3の 1回の吐出量が４０ｎｇであったとする
。ここでは、説明を分かりやすくするためにノズル毎の吐出量のバラツキをかなり大きく
設定したが、実際上のインクジェットヘッドにおけるインク吐出量のバラツキは±５％程
度である。
【０１１５】
次に、 1パスで画素列Ｇ 1を着色する場合、例えば画素列の長さが約２００ｍｍで、ノズル
Ｎ 1では、画素列Ｇ 1を着色するのに、２０００発のインクが必要であると仮定する。この
ときの画素列Ｇ 1を着色するためのインクの総量は、１０ (ｎｇ )×２０００ =２００００ｎ
ｇである。尚、本実施形態におけるヘッドシェーディング補正では、上記（２）で示した
ようにフィルタエレメント列（画素列）間の着色濃度が略同一になるようにインク吐出密
度の設定を行っているが、これには限られず、 1画素列を着色するために必要なインクの
総量が略同じになるようにインク吐出密度の設定を行ってもよい。ここでは、後者の方の
設定方法を採用する。そのため、ノズルＮ 2を使用して同じ画素列Ｇ 1を着色する場合には
、２００００ (ｎｇ )÷２０ (ｎｇ )=１０００発のインクが必要となる。この場合、ノズル
Ｎ 1で画素列Ｇ 1を着色する場合の 1発毎のインクの間隔は、２００ (ｍｍ )÷２０００発 =１
００μｍであり、ノズルＮ 2で着色する場合には、 1画素列を着色する弾数がノズルＮ 1の
１／２であるため、 1発毎のインクの間隔は２００μｍとなる。また、同様に、ノズルＮ 3
を使用する場合には、インクの弾数は、２００００ｎｇ÷４０ｎｇ =５００発となり、 1発
毎のインクの間隔は４００μｍとなる。
【０１１６】
言い換えれば、上記の吐出量の異なる 3つのノズル（ N１・ N２・ N３）を用いて、 1パスで 1
画素列を着色する場合、ノズルＮ 1では１０ｎｇのインク弾を１００μｍ間隔２００発吐
出し、ノズルＮ 2では２０ｎｇのインク弾を２００μｍ間隔で１０００発吐出し、ノズル
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Ｎ３では４０ｎｇのインク弾を４００μｍ間隔で５００発吐出することとなる。このよう
にして、ノズル N１・ N２・ N３の各ノズル毎のインク吐出密度の設定を行う。
【０１１７】
以上のようにしてヘッドシェーディング補正データが作成されたら、これを利用して、次
はマルチパスデータの作成を行う。以下に、第２段階のマルチパスデータの作成について
説明する。尚、以下では説明を簡単にするために、３パスにより各フィルタエレメントを
着色し、その着色に際しては 1パス毎に使用するノズルを変える場合について示す。
【０１１８】
まず、上記のような 3つのノズル（  N１・ N２・ N３）を用いて 1パス毎にノズルを変更しな
がら 3パスで 1つの画素列Ｇ 1を着色する場合を考える。この場合、３つのノズルで、夫々
必要なインク総量の 1／ 3ずつを吐出するのが一般的に考えられる方法である。そのため、
ノズルＮ 1からは、 1パス目で２０００ (発 )／３＝６６７発のインクを吐出する。この６６
７発のインクを画素列Ｇ 1の走査方向に均等に配分するには、１０ｎｇのインク弾を１０
０μｍの 3倍の３００μｍの間隔で吐出する必要がある。同様に、ノズルＮ 2からは、 2パ
ス目で１０００発／３＝３３３発のインクを吐出することとなり、２０ｎｇのインク弾を
６００μｍの間隔で吐出することとなる。更に、ノズルＮ 3からは、 3パス目で５００発／
３＝１６７発のインクを吐出することになり、４０ｎｇのインク弾を１２００μｍの間隔
で吐出することとなる。
【０１１９】
このように、各ノズルから吐出されるインク弾の吐出間隔が決定されるのであるが、仮に
、これを単純にノズル毎に吐出開始位置を同じにして３パスで画素列の着色を行なうと仮
定する。すると、図２８に示すように、インクの吐出開始位置及びこの吐出開始位置から
１２００μｍ毎の位置では、１０ｎｇのインクと２０ｎｇのインクと４０ｎｇのインクが
1ヶ所に集中し、吐出開始位置から６００μｍ毎の位置では、１０ｎｇのインクと２０ｎ
ｇのインクが 1ヶ所に集中し、その他の位置では１０ｎｇのインクのみとなる。そのため
、着弾したインクが図２９のようにインクが集中する位置では大きく、集中しない位置で
は小さくガラス基板上に広がって、画素の着色ムラが発生してしまうこととなる。これを
改善するために各パスの吐出開始位置をずらしたとしても、 1パスのインクの吐出間隔の
整数倍＝ (ｎパス目のインクの吐出間隔の整数倍＋開始位置のずらし量 )となる点が出てく
るので、やはりインクが重なってしまう場合があり、上記の問題点の完全な解決策とはな
らない。
【０１２０】
そこで、本実施形態では以下のような方法をとることにより上記の問題を解決している。
【０１２１】
すなわち、１つの画素列を 3パスで着色するのに必要な総インク弾数は、ノズルＮ 1の６６
７発とノズルＮ２の３３３発とノズルＮ３の１６７発を加えた、６６７＋３３３＋１６７
＝１１６７発である。本実施形態では、この総インク弾数１１６７発を単純に 3等分して
、ノズルＮ 1、Ｎ 2、Ｎ 3の夫々の吐出インク着弾数を１１６７÷３＝３８９発に揃えてし
まう。そして各ノズルのインク吐出間隔を、画素列の長さ２００ｍｍを１１６７で割った
２００ (ｍｍ )÷１１６７＝１７１μｍの等間隔とする。
【０１２２】
より詳しく説明すると、図３０に示すように、まず吐出開始位置にノズルＮ 1から１０ｎ
ｇのインク弾を吐出し、その後はノズルＮ 1からは、１７１μｍの 3倍の５１３μｍ間隔で
１０ｎｇのインク弾を順次吐出する。また、ノズルＮ２からは、吐出開始位置から１７１
μｍずれた位置を始点として、同じく５１３μｍ間隔で２０ｎｇのインクを吐出する。さ
らに、ノズルＮ３からは、吐出開始位置から３４２μｍずれた位置を始点として、同じく
５１３μｍ間隔で４０ｎｇのインクを吐出する。このようにすれば、ノズルＮ 1からの１
０ｎｇのインクと、ノズルＮ 2からの２０ｎｇのインクと、ノズルＮ 3からの４０ｎｇのイ
ンクが、画素列上に全て１７１μｍの等間隔で並ぶようになり、インクが重なって着弾す
ることが無い。これにより、図２８及び図２９に示すような着色ムラが緩和されて、より
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高品位なカラーフィルタを製造することができる。
【０１２３】
なお、上記の説明では、本来 1つの画素列を着色するインク弾数が、ノズルＮ 1で６６７発
、ノズルＮ 2で３３３発、ノズルＮ 3で１６７発であるところを、ノズルＮ 1、Ｎ 2、Ｎ 3と
もに３８９発で揃えてしまっているため、 1つの画素列を着色するインク総量が、本来必
要とされている量とは異なってくる。より詳しくは、本来必要なインク総量が、１０ (ｎ
ｇ )×６６７＋２０ (ｎｇ )×３３３＋４０ (ｎｇ )×１６７＝１９８９０ｎｇであるところ
が、１０ (ｎｇ )×３８９＋２０ (ｎｇ )×３８９＋４０ (ｎｇ )×３８９＝２７２３０ｎｇと
なってしまう。しかしながら、上記の実施形態では、説明をわかりやすくするために、各
ノズルの吐出量のバラツキを１０ｎｇ、２０ｎｇ、４０ｎｇと大きく異なった値に設定し
たものであって、実際上は、インク吐出量バラツキは、例えば 1番目のノズルの吐出量が
１０ｎｇとすれば、２番目のノズルは９．５ｎｇ、３番目のノズルは１０．５ｎｇという
ように、せいぜい±５％程度の量であるため、上記の様なノズルの吐出インク着弾数を揃
える処理を行ったとしても、 1つの画素列を着色するインク総量にはほとんど影響が出な
い。従って、本実施形態の様な方法を用いても、インク総量が異なってインクが溢れたり
するような不都合は起こらず、着色ムラを軽減するという効果のみが得られることとなる
。
【０１２４】
以上のようにして得られたマルチパスデータが、カラーフィルタ着色装置上で実際にカラ
ーフィルタを製造する際に用いられるカラーフィルタ着色用データとなる。
【０１２５】
なお、図３１は、本実施形態で作成したカラーフィルタ着色用データに基づき、 BM基板上
にインクを吐出して実際にカラーフィルタを着色する場合の着色方法を示した概念図であ
る。詳しくは、 1パス目、 2パス目、 3パス目で使用するノズルをずらしながら、インクの
吐出間隔をすべて等間隔に揃えて着色を行なう様子を示している。実際には隣り合う画素
列はＲ、Ｇ、Ｂの異なる色に着色されるのであるが、この図においては、説明の便宜上画
素列の色が同じ色である場合を示している。また、インクの吐出量の差をノズルの直径の
大きさを異ならせて示している。
【０１２６】
また、上記で説明したように本実施形態では、特定した不良ノズルを使用しないようにし
ている。従って、例えば、図３２に示すように、Ｎｏ．３の画素列を本来は１番・３番・
５番のノズルで形成する予定であったとしても、５番のノズルが不良ノズルであると判断
された場合は、Ｎｏ．３の画素列は１番・３番のノズルで形成することとなる。同様に、
Ｎｏ．５の画素列は３番・７番のノズルで、Ｎｏ．７の画素列は７番・９番のノズルで形
成することとなる。しかしながら、Ｎｏ．３・Ｎｏ．５・Ｎｏ．７の画素列は、本来ある
はずの５番ノズルからのインク打ち込みがなくなるため、打ち込まれるインク量が目標値
より少なくなる。すると、これらの画素列は、カラーフィルタで必要とされる着色濃度よ
り薄くなってしまう。そこで、５番ノズルからのインク打ち込み量の欠落を、３番・５番
・９番のノズルで補充する。すなわち、３番・５番・９番のノズルからのインク打ち込み
量を増やすのである。こうすることで、これらの画素列の着色濃度を、目標としていた着
色濃度と同じすることができる。尚、不良ノズルを特定することによってどの画素列のイ
ンク打ち込み量が減少するかが分かるので、このようなインク打ち込み量の減少も考慮し
てどのノズルからのインク打ち込む量を増加させなければならないかということも計算し
、カラーフィルタ着色用データを作成する必要がある。
【０１２７】
尚、上記では図３９に示されるような着色方式で用いられるカラーフィルタ着色用データ
の作成方法について説明したが、図４０に示されるような着色方式、すなわち、ヘッドと
基板とをＸ方向に相対的に走査させて、Ｘ方向（主走査方向）に隣り合うフィルタエレメ
ントの色が異なる色となるように着色する方式では、上記とは異なる方法によりカラーフ
ィルタ着色用データを作成する。ここでは詳しい説明は省略するが、いずれにせよ、各フ
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ィルタエレメントに吐出されるインク量を略同じにして、複数のフィルタエレメント間に
おいて濃度ムラが発生しないようなデータを作成することになる。
【０１２８】
以上のように、本実施形態によれば、フィルタエレメントの着色工程の直前に、インク吐
出を安定化させるためのメニスカス振動工程及び予備吐出工程を行っているので、フィル
タエレメントの着色時には安定してインクを吐出することができ、その結果、濃度ムラや
混色がないように各フィルタエレメントを着色することが可能となる。特に、予備吐出工
程の前にメニスカス振動を行っているので、予備吐出領域でインクが混色して前記混色部
分がフィルタエレメントまで伸びることによって発生するフィルタエレメントでの混色を
低減することができる。
【０１２９】
（第２の実施形態）
上記第１の実施形態では、ノズル内のインクに気泡を発生させない程度のエネルギーをヒ
ータに印加することでメニスカス振動を行っているが、この第２の実施形態ではノズル内
のインクに気泡を発生させるが（発砲は生じるけれども）ノズルからインクを吐出するに
は不十分な量のエネルギーをヒータに印加することでメニスカス振動を行う。尚、その他
は上記第１の実施形態と同じなので、ここでは説明を省略する。
【０１３０】
図３３は、小発砲は生じるけれどもノズルからはインクが吐出しない程度のエネルギーを
ヒータに印加することで、吐出口付近のメニスカスを振動させる様子を示した図である。
まず、図３３（ａ）はメニスカス制御を行っていないときのメニスカスの初期位置を示し
ており、メニスカスは吐出口付近で吐出方向に対し凹状に一定の曲率で保持されている。
この状態を定常状態とする。この定常状態においてヒータに対し電圧パルスを印加（ヒー
タをＯＮ）すると、ノズル内のインク中に小発砲が発生する。このときメニスカスは図３
３（ｂ）の状態になる。その後、ヒータに対するパルスの印加を中止（ヒータがＯＦＦ）
すると、メニスカスは後退し始める。それに伴い、ノズル内のインクとインク液室内のイ
ンクが置換される。尚、図３３（ｃ）はメニスカスが後退している途中の状態を示してい
る。その後、メニスカスが元の位置で再形成され、図３３（ｄ）のような定常状態となる
。図３３（ｄ）では、インク液室内のインクとノズル内のインクの両者のインクの少なく
とも一部が置換されている。以上のようなメニスカス振動を行うことで、仮に、図３３（
ａ）のメニスカス表面のインクが増粘していたとしても、図３３（ｄ）ではメニスカスが
再形成されるため、インク吐出を安定して行うことができる。
【０１３１】
このように本実施形態では、ノズル内のインク中に小発砲を発生させているので、第１の
実施形態に比べノズル内のインクを大きく移動させることができる。従って、上記第１の
実施形態に比べ、より大きくメニスカスを振動させることができ、ノズル内のインクとイ
ンク液室内のインクとを確実に置換することが可能となる。これにより、より確実にイン
クの増粘を除去し、吐出不良が生じる確率をより低減することができる。尚、第１の実施
形態と同様にこの第２の実施形態においても、ヒータに印加する電圧パルスの電圧値、電
圧パルスの印加時間（パルス幅）、電圧パルスの周波数の３つのうちの少なくとも１つを
調整することで、ヒータに与えるエネルギー量を調整することができる。
【０１３２】
（第３の実施形態）
上記第１の実施形態及び第２の実施形態では、ノズルからインクが吐出されない程度のエ
ネルギーをヒータに印加することでメニスカス振動を行っているが、この第３の実施形態
ではインク供給系の供給圧力を断続的に増減させることでメニスカス振動を行う。尚、そ
の他は上記第１の実施形態と同じなので、ここでは説明を省略する。
【０１３３】
本実施形態では、ヘッドとインクタンクの差圧を利用する方法、もしくは加圧ポンプを利
用する方法のいずれかの方法によりインク供給の圧力を増減させている。
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【０１３４】
まず、ヘッドとインク供給タンクの差圧を利用してメニスカス振動を行う方法について説
明する。図３４は、インクタンクを含むインク供給系とインクジェットヘッド１２０の構
成を示す図である。図３４において、５５１はインクジェットヘッド外に配置されたイン
クタンク、５５２はインクチューブの脱着部、５５３ａ ,５５３ｂはインクをインクタン
クからインクジェットヘッド１２０に導くためのインクチューブ、５５４はインクチュー
ブの途中に設けられた泡抜き用分岐弁、５５５は泡抜き用分岐弁を介してインクチューブ
内からインクとともに泡を抜き出して排出するための排出チューブ、５５９はインクタン
ク５５１からインクジェットヘッド１２０にインクを供給するための加圧ポンプである。
尚、図３４では、インクジェットヘッド１２０とインクタンク５５１の間が一本のインク
チューブ５５３で接続されているが、一本に限定されるものではない。
【０１３５】
この図３４では、ヘッドの吐出口面よりもインクタンク内のインクの液面の方が高い位置
となっている。すなわち、Ｚ方向（垂直方向）において、インク液面の方が吐出口面より
も地面から離れているのである。この場合、吐出口面からインクを押し出す方向に対して
力が作用していることになる。一方、インク液面を吐出口面よりも低い位置にすると、今
度は逆の方向（インクを引き戻す方向）に対して力が作用することになる。
【０１３６】
本実施形態では、この原理（サイフォンの原理）を利用してメニスカス振動を行っている
。つまり、タンク内の液面をヘッドの吐出口面より上げることによりメニスカスを押し出
す方向の力を作用させることとと、タンク内の液面をヘッドの吐出口面より下げることに
よりメニスカスを引き戻す方向の力を作用させることとを繰り返すことで、吐出口からイ
ンクが漏れない程度にメニスカスを振動させるのである。インクタンク内のインク液面を
上下させる方法としては、インクタンクを機械的に上下（ +Ｚ方向・－Ｚ方向に移動）さ
せる方法がある。
【０１３７】
次に、加圧ポンプを利用してメニスカス振動を行う方法について説明する。図３４に示さ
れるポンプ５５９を作動させると、インクタンク５５１からヘッド１２０にインクが供給
されることになる。この場合、吐出口面からインクを押し出す方向に対して力が作用して
いることになる。一方、ポンプ５５９の作動を中止すると、今度は逆の方向（インクを引
き戻す方向）に対して力が作用することになる。このように加圧ポンプの作動を断続的に
行うと、インクタンク５５１内にインクが出し入れされ、それに伴いタンク内の液面が上
下することになる。ここでは、これを利用してタンク内の液面を上下させ、吐出口のメニ
スカスを振動させている。
【０１３８】
以上のように本実施形態では、ヒータにパルスを印加することなしに、インク供給系の供
給圧力を断続的に増減させてメニスカス振動を行っているので、ノズル内のインクが高温
になり過ぎてインク中の揮発成分が蒸発し、インクが増粘するという弊害を招く虞がない
。また、インクの初期吐出を安定化させることができる。尚、この第３の実施形態におけ
るメニスカス振動の方式を、第１の実施形態おけるメニスカス振動の方式もしくは第２の
実施形態おけるメニスカス振動の方式のいずれかと組合せて用いることもできる。これに
より、より細かい制御が可能となる。
【０１３９】
（第４の実施形態）
上記第１の実施形態乃至第３の実施形態では、予備吐出を行う直前にメニスカス振動を行
っているが、この第４の実施形態ではインクを吐出させずに（予備吐出動作を行なわずに
）インクの吐出安定性を保つこととしている。従って、メニスカス振動の直後にフィルタ
エレメントの着色が行われることになる。尚、本実施形態におけるメニスカス振動は、上
記第１の実施形態乃至第３の実施形態におけるいずれかの方式によって行うものである。
以下、本実施形態について図３５～図３６を用いて説明する。

10

20

30

40

50

(24) JP 3762187 B2 2006.4.5



【０１４０】
図３５は第４の実施形態の処理手順を示すフローチャートであり、図３６はヘッドと基板
とを相対走査させてフィルタエレメントを着色する様子を示す図である。まず、図３５の
ステップＳ１１において、カラーフィルタ製造装置９０のＸＹθステージ５２上に１枚の
基板５３をセットする。次に、ステップＳ１３において、ヘッド１２０と基板５３との相
対位置の関係が、図３６のＹ１からＹ２の位置となるように、ヘッドと基板とを相対移動
させる。すなわち、Ｙ１からＹ２へ向かって、ヘッドを基板に対して相対走査させるので
ある。この相対走査を１回目の走査とする。
【０１４１】
次に、ステップＳ１５において、１回目の走査中にノズルからインクが吐出されない程度
のエネルギーをインクジェットヘッドに与え、吐出口のメニスカスを振動させるメニスカ
ス振動を行う。その後、ステップＳ１７において、ヘッドからインクを吐出してフィルタ
エレメントを着色する（１回目の走査による着色）。尚、このステップＳ１７における着
色は、メニスカス振動が終了した直後に実行することが好ましい。メニスカス振動の直後
は、インク吐出を安定して行うことが可能であるからである。
【０１４２】
このようにして１回目の走査が終了したら（ステップＳ１９）、ステップＳ２１において
、予め設定された所定の回数だけ、ヘッドと基板とを相対走査させたかどうかを判定する
。所定回数走査させたと判定されれば、ステップＳ２３へ進み、その基板の着色を終了と
する。一方、ステップＳ２１において所定回数走査させていなければ、ステップＳ１３へ
戻り、ステップＳ１３以降の工程を繰り返す。すなわち、今度はヘッドがＹ２に位置して
いるので、Ｙ１の方向に向けてヘッドと基板とを相対走査（２回目の相対走査）させなが
らメニスカス振動を行い、その直後にフィルタエレメントを着色（２回目の走査による着
色）していくのである。
【０１４３】
上記から分かるように、１回目・３回目…等の奇数回目の相対走査では、基板に対してヘ
ッドをＹ１からＹ２の方向へ移動するのに対し、２回目・４目…等の偶数回目の相対走査
では、基板に対してヘッドをＹ２からＹ１の方向へ移動するのである。また、ここでは、
走査方向に関わらず、１回の走査毎にメニスカス振動を行っている。
【０１４４】
尚、上記では、ステージ側を固定してインクジェットヘッドを移動させるように説明した
が、インクジェットヘッドを固定してステージ側を移動させるようにしてもよい。また、
上記ではヘッドと基板との相対走査中にメニスカス振動を行っているが、ヘッドと基板と
を一時停止させ、その停止状態でメニスカス振動を行うようにしてもよい。
【０１４５】
このように１回の走査における着色前に必ずメニスカス振動を行うことで、フィルタエレ
メントの着色時における吐出安定性を確保することができる。また、本実施形態では基板
上に予備吐出を行っていないので、製造されるカラーフィルタの額縁部にはインク部が全
く残らない。従って、カラーフィルタ基板と対向基板とを貼りあわせて液晶パネルを製造
する際に、このインク部が存在することによって貼り合わせが困難になるということも全
くない。
【０１４６】
メニスカス振動を行うタイミングや回数は上記の例に限られることはない。使用するイン
クの粘性・走査と走査の間の時間等を考慮して決定すればよい。例えば、前回の吐出時か
らある程度長い時間が経過しても、インク吐出動作が不安定にならない場合は、基板が変
更される度（新たな基板がセットされる毎）にメニスカス振動を行うこととしてもよい。
この場合、メニスカス振動を行う回数が少なく、１回の走査毎に行う場合に比べて制御が
簡単である。また、１枚の基板から複数枚のカラーフィルタを取得する場合、夫々のカラ
ーフィルタの着色の直前に、メニスカス振動を行うようにしても良い。
【０１４７】
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また、予め所定の時間を設定しておき、その時間が経過する毎にメニスカス振動を行うこ
ととしてもよい。例えば、前回の吐出時から２分以上インクが吐出されない場合に、イン
クの吐出速度が低下してしまうようなインクを使用しているならば、２分毎にメニスカス
振動を行うように制御すればよいし、その時間が１０分ならば、１０分毎にメニスカス振
動を行うように制御すればよい。尚、インクの粘度・前回吐出してからの経過時間（吐出
後経過時間）・メニスカス振動の有無等によって、インクの吐出速度がどのように変化す
るのかを図３７に示す。この図３７におけるインク吐出速度とは、吐出１発目のインクの
速度である。この図からも分かるように、メニスカス振動を実行し、前回吐出してからの
経過時間を短くしてインクを吐出した場合、インク吐出速度が低下させずにすむ。
【０１４８】
以上のように本実施形態によれば、フィルタエレメントの着色の直前にメニスカス振動を
行っているので、インクジェットヘッドからのインク吐出を安定化させた状態でフィルタ
エレメントの着色を開始できる。その結果、１発目のインク吐出を安定させ、混色の発生
確率を低減することが可能となる。また、予備吐出を行っていないので、インクを無駄に
消費させることがなく、低コスト化にも寄与できる。さらに、予備吐出に要する時間分だ
け製造時間を短縮でき、よりスループットの向上が図れる。
【０１４９】
（第５の実施形態）
この第５の実施形態では、インクジェットヘッドの複数のノズルのうち、どのノズルに対
してメニスカス振動を行うかについて説明する。以下、図３８を用いて本実施形態につい
て説明する。他は、上記第１の実施形態～第４の実施形態と同様なので、ここでは説明を
省略する。
【０１５０】
この第５の実施形態においては、インクジェットヘッドのノズルピッチとカラーフィルタ
の画素ピッチとの関係上、図３８に示すようにインクジェットヘッドのノズルを４ノズル
おきに使用するようにしている。従って、図３８に示すように、本実施形態で使用するイ
ンクジェットヘッドには４つのノズル群が存在する。図３８において、ノズル毎に付され
ている番号▲１▼～▲４▼はノズル群の番号であり、▲１▼、▲２▼、▲３▼、▲４▼に
夫々対応して第１ノズル群、第２ノズル群、第３ノズル群、第４ノズル群である。尚、図
から明らかなように、図３８では第１ノズル群を使用している。
【０１５１】
このように複数のノズル群が存在するインクジェットヘッドを用いてカラーフィルタを着
色する場合、一度に全てのノズルを使用するのではなく、１つのノズル群を選択し、その
選択したノズル群で着色を行うようにしている。そして、ノズルの寿命や不良ノズルの発
生等により現在使用しているノズル群で高精細なカラーフィルタを製造することが困難に
なったならば、使用するノズル群を変更する。例えば、現在使用しているノズル群が第１
のノズル群であり、その第１のノズル群が使用できなくなれば、第２のノズル群に変更す
る。このようにして、順々に使用するノズル群を、第１のノズル群、第２ノズル群、第３
ノズル群、第４ノズル群のように順々に変更していくようにする。こうすることで、使用
しないノズルも活用することができ、使用中にノズルに不具合が発生しても、他ノズルに
よりカラーフィルタの製造を続けることが可能となる。その結果、スループットを低下さ
せずに高精細なカラーフィルタの製造が可能となる。
【０１５２】
スループットを低下させないためには、１つのノズル群に不具合が発生した場合でも、使
用するノズル群を切り替え、直ぐに他のノズル群を使用できるようにしておく必要がある
。従って、次に使用する予定のノズル群の吐出状態も安定化させておく必要がある。そこ
で、ここでは、現在使用しているノズル群（第１のノズル群）と次に使用する予定のノズ
ル群（第２のノズル群）の両方のノズル群に対してメニスカス振動を行うようにしている
。こうすることで、現在使用しているノズル群が急遽使用できなくなったとしても、スル
ープットを低下させずに、カラーフィルタの製造を続けることができる。
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【０１５３】
また、全ノズルに対してメニスカス振動を行うように制御しても良い。この場合、全ノズ
ルのインク吐出が安定化しているため、複数のノズル群が連続して不具合になったとして
も ,この事態に対処できるというメリットがある。
【０１５４】
また、１つのノズル群に対してのみメニスカス振動を行うように制御しても良い。この場
合、現在使用しているノズル群に不具合が生じた場合には、次に使用するノズル群のイン
ク吐出を安定化させる必要があるため、その分時間がかかってしまうが、その反面、ヒー
タに加えるエネルギー量は少なくて済むため、省エネ化できるというメリットがある。
【０１５５】
尚、図４０に示されるような着色方式で着色を行う場合、ノズルピッチと画素ピッチとを
一致させる必要がないため、複数のノズル群が存在しない場合がある。そのときは ,全ノ
ズルに対してメニスカス振動を行うように制御すればよい。
【０１５６】
（その他の実施形態）
尚、本発明では、その主旨を逸脱しない範囲で、上記実施形態を修正又は変形したものに
適用可能である。例えば、近年ＴＦＴアレイ側にカラーフィルタを設けたパネルも存在す
るが、本明細書で定義しているカラーフィルタは、色材により着色された被着色体であり
ＴＦＴ側にあるか否かに係らず、どちらも包括する。
【０１５７】
上記実施形態では４枚取りの基板を用いているが、本発明はこれには限定されず、どんな
大きさの基板を用いてもよい。
【０１５８】
また、上記実施形態では、エネルギー発生素子（エネルギー付与手段）として電気熱変換
体を用いたバブルジェットタイプのものを用いた場合について説明したが、本発明はこれ
に限定されることなく、例えば、圧電素子を用いてインクに機械的振動又は変位を与える
ピエゾジェットタイプ等も使用可能である。ピエゾジェットタイプのものを用いる場合は
、ヒータに与えるエネルギー量を調整するのではなく、圧電素子に与えるエネルギー量を
調整することによりメニスカス振動を行う。
【０１５９】
また、インクジェットヘッドにインクを供給するためのインク供給系に圧電素子を備え、
その圧電素子を利用してインク供給系におけるインク配管の体積を変化させることでメニ
スカスを微細振動させてもよい。
【０１６０】
本発明は、特にインクジェット記録方式の中でも、インク吐出を行わせるために利用され
るエネルギーとして熱エネルギーを発生する手段（例えば電気熱変換体やレーザ光等）を
備え、前記熱エネルギーによりインクの状態変化を生起させる方式のプリント装置につい
て説明したが、かかる方式によれば記録の高密度化、高精細化が達成できる。
【０１６１】
その代表的な構成や原理については、例えば、米国特許第４７２３１２９号明細書、同第
４７４０７９６号明細書に開示されている基本的な原理を用いて行うものが好ましい。こ
の方式はいわゆるオンデマンド型、コンティニュアス型のいずれにも適用可能であるが、
特に、オンデマンド型の場合には、液体（インク）が保持されているシートや液路に対応
して配置されている電気熱変換体に、記録情報に対応していて膜沸騰を越える急速な温度
上昇を与える少なくとも１つの駆動信号を印加することによって、電気熱変換体に熱エネ
ルギーを発生せしめ、記録ヘッドの熱作用面に膜沸騰を生じさせて、結果的にこの駆動信
号に１対１で対応した液体（インク）内の気泡を形成できるので有効である。この気泡の
成長、収縮により吐出用開口を介して液体（インク）を吐出させて、少なくとも１つの滴
を形成する。この駆動信号をパルス形状をすると、即時適切に気泡の成長収縮が行われる
ので、特に応答性に優れた液体（インク）の吐出が達成でき、より好ましい。
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【０１６２】
このパルス形状の駆動信号としては、米国特許第４４６３３５９号明細書、同第４３４５
２６２号明細書に記載されているようなものが適している。なお、上記熱作用面の温度上
昇率に関する発明の米国特許第４３１３１２４号明細書に記載されている条件を採用する
と、さらに優れた記録を行うことができる。
【０１６３】
記録ヘッドの構成としては、上述の各明細書に開示されているような吐出口、液路、電気
熱変換体の組み合わせ構成（直線状液流路または直角液流路）の他に熱作用面が屈曲する
領域に配置されている構成を開示する米国特許第４５５８３３３号明細書、米国特許第４
４５９６００号明細書を用いた構成も本発明に含まれるものである。加えて、複数の電気
熱変換体に対して、共通するスロットを電気熱変換体の吐出部とする構成を開示する特開
昭５９－１２３６７０号公報や熱エネルギーの圧力波を吸収する開口を吐出部に対応させ
る構成を開示する特開昭５９－１３８４６１号公報に基づいた構成としても良い。
【０１６４】
さらに、カラーフィルタ基板の最大幅に対応した長さを有するフルラインタイプの記録ヘ
ッドとしては、上述した明細書に開示されているような複数記録ヘッドの組み合わせによ
ってその長さを満たす構成や、一体的に形成された１個の記録ヘッドとしての構成のいず
れでもよい。
【０１６５】
加えて、カラーフィルタ製造装置本体に装着されることで、装置本体との電気的な接続や
装置本体からのインクの供給が可能になる交換自在のチップタイプの記録ヘッド、あるい
は記録ヘッド自体に一体的にインクタンクが設けられたカートリッジタイプの記録ヘッド
を用いてもよい。
【０１６６】
また、本発明のカラーフィルタ製造装置の構成として設けられる、記録ヘッドに対しての
回復手段、予備的な補助手段等を付加することは本発明の効果を一層安定にできるので好
ましいものである。これらを具体的に挙げれば、記録ヘッドに対してのキャッピング手段
、クリーニング手段、加圧あるいは吸引手段、電気熱変換体あるいはこれとは別の加熱素
子あるいはこれらの組み合わせによる予備加熱手段、記録とは別の吐出を行う予備吐出モ
ードを行うことも安定した記録を行うために有効である。
【０１６７】
以上説明した本発明の実施の形態においては、インクを液体として説明しているが、室温
やそれ以下で固化するインクであっても、室温で軟化もしくは液化するものを用いても良
く、使用記録信号付与時にインクが液状をなすものであればよい。
【０１６８】
加えて、積極的に熱エネルギーによる昇温をインクの固形状態から液体状態への状態変化
のエネルギーとして使用せしめることで積極的に防止するため、またはインクの蒸発を防
止するため、放置状態で固化し加熱によって液化するインクを用いても良い。いずれにし
ても熱エネルギーの記録信号に応じた付与によってインクが液化し、液状インクが吐出さ
れるものや、記録媒体に到達する時点では既に固化し始めるもの等のような、熱エネルギ
ーの付与によって初めて液化する性質のインクを使用する場合も本発明は適用可能である
。このような場合インクは、特開昭５４－５６８４７号公報あるいは特開昭６０－７１２
６０号公報に記載されるような、多孔質シート凹部または貫通孔に液状または固形物とし
て保持された状態で、電気熱変換体に対して対向するような形態としてもよい。本発明に
おいては、上述した各インクに対して最も有効なものは、上述した膜沸騰方式を実行する
ものである。
【０１６９】
【発明の効果】
以上に説明したように本発明によれば、フィルタエレメントの着色前に吐出口のメニスカ
スを振動させることで、着色開始時のインク吐出を安定化させることができ、その結果、
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カラーフィルタの不良品の発生を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】カラーフィルタの製造装置の一実施形態の構成を示す概略図である。
【図２】カラーフィルタの製造装置の動作を制御する制御部の構成を示す図である。
【図３】カラーフィルタの製造装置に使用されるインクジェットヘッドの構造を示す図で
ある。
【図４】インクジェットヘッドのヒータに印加される電圧波形を示した図である。
【図５】カラーフィルタの製造工程の一例を示した図である。
【図６】カラーフィルタの製造工程の一例を示した図である。
【図７】一実施形態のカラーフィルタを組込んだカラー液晶表示装置の基本構成の一例を
示す断面図である。
【図８】一実施形態のカラーフィルタを組込んだカラー液晶表示装置の基本構成の一例を
示す断面図である。
【図９】一実施形態のカラーフィルタを組込んだカラー液晶表示装置の基本構成の一例を
示す断面図である。
【図１０】液晶表示装置を情報処理装置に適用した場合の概略構成を示すブロック図であ
る。
【図１１】液晶表示装置が使用される情報処理装置を示した図である。
【図１２】液晶表示装置が使用される情報処理装置を示した図である。
【図１３】カラーフィルタの着色工程を示すフローチャートである。
【図１４】予備吐出領域とカラーフィルタ形成領域の位置関係を示した図である。
【図１５】基板上における予備吐出パターンの一例を示した図である。
【図１６】基板上における予備吐出パターンの一例を示した図である。
【図１７】基板上における予備吐出パターンの一例を示した図である。
【図１８】基板上における予備吐出パターンの一例を示した図である。
【図１９】基板上における予備吐出パターンの一例を示した図である。
【図２０】基板上における予備吐出パターンの一例を示した図である。
【図２１】基板上における予備吐出パターンの一例を示した図である。
【図２２】インク粘度の違いにより吐出速度が異なっている様子を示した図である。
【図２３】着弾精度が低下して混色が発生した様子を示す図である。
【図２４】発砲が生じない程度のエネルギーをヒータに印加することで、吐出口付近のメ
ニスカスを微細振動させる様子を示した図である。
【図２５】インクの吐出密度を変更する方法を説明するための図である。
【図２６】インクの吐出密度を変更する方法を説明するための図である。
【図２７】インクの吐出密度を変更する方法を説明するための図である。
【図２８】インクが重なる様子を示した図である。
【図２９】インクが重なったときのインクの広がり方を示す図である。
【図３０】インクを等間隔で吐出した様子を示した図である。
【図３１】本実施形態によるカラーフィルタの着色方法を概念的に示した図である。
【図３２】不良ノズルを使用しないで着色した状態を示した図である。
【図３３】小発砲は生じるけれどノズルからはインクが吐出しない程度のエネルギーをヒ
ータに印加することで、吐出口付近のメニスカスを振動させる様子を示した図である。
【図３４】インクタンクを含むインク供給系とインクジェットヘッドの構成を示す図であ
る。
【図３５】第４の実施形態の処理手順を示すフローチャートである。
【図３６】ヘッドと基板とを相対走査させてフィルタエレメントを着色する様子を示す図
である。
【図３７】メニスカス振動の有無によってインク吐出速度が異なることを示す図である。
【図３８】第５の実施形態におけるメニスカス振動の制御方法を説明するための図である
。
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【図３９】カラーフィルタを着色する着色方式の一例である。
【図４０】カラーフィルタを着色する着色方式の一例である。
【図４１】カラーフィルタ基板上に予備吐出を行うことを示す図である。
【図４２】予備吐出したインクの着弾位置がずれている様子を示した図である。
【図４３】予備吐出領域においてインクが混色する様子を示した図である。
【符号の説明】
１　光透過性基板
２　ブラックマトリクス
３　樹脂組成物層
４　フォトマスク
５　非着色部
８　保護層
１２　隔壁
１４　硬化インク
５２　ＸＹＺθステージ
５３　ガラス基板
５４　カラーフィルタ
５５　ヘッドユニット
５８　コントローラ
５９　ティーチングペンダント（パソコン）
６０　キーボード
６５　インターフェース
６６　ＣＰＵ
６７　ＲＡＭ
６８　ＲＯＭ
７０　吐出制御部
７１　ステージ制御部
９０　カラーフィルタ製造装置
９９　メニスカス
１２０　インクジェットヘッド
４０２　予備吐出領域
４０４　フィルタエレメントを含む領域（有効画素領域）
５５１　インクタンク
５５２　脱着部
５５３　チューブ
５５４　泡抜き用分岐弁
５５５　排出チューブ
５５９　ポンプ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】
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